
元
禄
・
享
保
期
に
お
け
る
島

近
江
欝
野
の
豪
商
、

　
融

正
野
玄
三
家
の
場
合

期
的
資
本
の
動
向
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西

川

士嘉

男
（
遺
稿
）

へ　

@
【
要
約
ロ
　
近
世
に
お
け
る
流
通
過
程
の
研
究
は
、
最
近
漸
く
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
本
論
は
一
近
江
商
人
－
臼
野
正
野
望
三
家
の
経
営
分
析
を
通
じ

ば

…　
て
、
前
期
的
資
本
の
動
向
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
正
野
家
は
、
旧
悪
売
薬
業
の
飼
始
春
で
あ
り
当
地
有
数
の
豪
商
で
あ
る
が
、
そ
の
家
業
の

　
越
礎
は
初
代
玄
三
に
よ
り
築
か
れ
た
。
彼
は
貞
享
年
闘
よ
り
享
保
年
間
に
到
る
約
半
世
紀
闘
、
つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
「
元
禄
期
」
の
全
国
的
市
場
形
威
を
．
見
る

　
申
で
、
活
動
を
し
た
薪
興
近
江
商
人
の
一
典
型
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
信
越
・
関
東
へ
の
大
衆
的
商
品
の
持
下
り
か
ら
後
期
に
は
京
・
大
坂
へ
進
出
し
、
貸
付

　
資
本
と
し
て
成
長
し
、
商
業
活
動
ま
た
薬
種
と
輪
入
高
級
謡
物
に
限
定
す
る
。
す
な
わ
ち
前
期
、
近
江
湖
東
地
方
を
基
盤
と
し
、
各
地
の
農
斑
酌
商
品
経
済

　
の
発
展
の
上
に
成
長
し
、
こ
れ
ら
小
市
串
間
或
い
は
三
都
を
結
ぶ
商
晶
流
通
を
担
っ
た
が
、
な
お
動
揺
を
重
ね
、
宝
永
以
降
、
明
ら
か
に
遠
隔
地
流
通
機
構

∵
担
い
手
・
な
っ
た
の
で
あ
・
．
本
論
で
は
・
の
過
程
を
碧
て
元
禄
章
保
男
舞
栗
の
動
向
を
明
・
か
に
・
た
い
善
〃
ん
・
．
　
　
へ

　
戦
前
に
お
け
る
近
世
商
業
史
の
研
究
は
幾
多
の
す
ぐ
れ
た
業
績
を

残
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
は
、
流
通
過
程
の
分

析
を
、
全
社
会
構
造
の
把
握
の
為
に
位
概
付
け
る
視
角
を
欠
い
て
い

た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
も
そ
の
欠
陥
の
指
摘
は
指
摘
に
止
ま
っ
て
、

遂
に
克
服
さ
れ
な
か
っ
た
。
戦
後
社
会
経
済
史
研
究
が
、
農
村
構
造

の
分
析
を
め
ぐ
っ
て
著
し
く
伸
展
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
通
過

程
の
研
究
は
立
遅
れ
を
示
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
年
来
、
流

通
史
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
が
、
そ
れ
は

封
建
建
前
の
再
生
産
構
造
を
解
明
す
る
為
の
必
要
な
要
請
で
あ
っ
た

と
い
い
う
る
。
小
論
で
は
こ
の
問
題
へ
接
近
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、

近
江
商
人
の
一
経
営
を
分
析
し
た
。
前
期
的
資
本
の
展
開
過
程
を
追

求
し
凸
そ
の
経
営
内
容
の
分
析
を
通
じ
て
資
本
の
内
容
を
明
ら
か
に

し
ょ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
近
江
商
人
に
つ
い
て
は
、
戦
前
刊
行
さ
れ
た
多
く
の
地
方
誌

史
類
を
は
じ
め
、
菅
野
和
太
郎
博
士
の
包
括
的
労
作
「
近
江
商
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

研
究
」
が
あ
り
、
福
尾
猫
市
郎
氏
等
の
業
績
と
あ
わ
せ
て
、
近
江
商
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人
に
つ
い
て
の
概
括
的
知
識
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
戦
後
で
は

農
村
構
造
の
分
析
を
通
じ
て
、
近
江
商
人
の
基
盤
を
問
題
に
し
た
今

　
　
　
　
　
　
　
①

井
美
智
子
氏
の
研
究
な
ど
が
あ
る
が
、
特
に
近
年
来
滋
賀
大
学
江
頭

恒
治
三
二
を
中
心
と
し
て
原
田
敏
丸
氏
、
小
倉
栄
一
郎
氏
等
が
臼
野

の
豪
商
中
井
源
左
衛
門
家
の
分
析
を
次
為
と
発
表
さ
れ
て
い
る
の
は

　
　
　
　
　
　
③

国
資
に
値
い
す
る
。
こ
れ
は
か
か
る
経
営
分
析
の
水
準
を
示
す
も
の

で
あ
る
が
、
本
論
で
も
、
同
じ
日
野
の
豪
商
正
野
玄
三
家
を
と
り
あ

げ
、
そ
の
経
営
内
容
を
分
析
し
て
、
当
時
に
お
け
る
前
期
酌
資
本
発

展
の
方
向
を
辿
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
日
野
は
、
元
来
蒲
生
氏
の
所
領
で
あ
り
、
氏
郷
の
代
に
は
、
そ
の

「
掟
十
二
箇
条
し
の
制
定
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
城
下
鱒
と
し
て
の
整

備
が
行
わ
れ
、
繁
栄
を
深
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
天
正

一
七
年
三
郷
が
伊
勢
松
ケ
島
に
移
封
さ
れ
た
際
、
日
野
商
人
の
一
部

は
こ
れ
に
随
伴
し
て
移
住
し
、
臼
野
も
一
時
は
衰
勢
に
あ
っ
た
と
云

わ
れ
る
が
、
や
が
て
近
世
社
会
も
安
定
す
る
や
、
そ
の
商
業
活
動
は

漸
次
罠
ざ
ま
し
く
，
日
野
商
人
の
名
は
、
や
が
て
全
国
に
唯
伝
さ
れ

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
は
、
す
で
に
日
野
町
志
な
り
、

菅
野
博
士
φ
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
所
で
も
あ
り
、
再
び
繰
返

す
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
日
野
商
人
は
瀬
物
・
漆
器
類

の
い
わ
ゆ
る
質
野
椀
や
、
売
薬
業
者
と
し
て
の
特
色
が
あ
り
、
竜
ち

う
ん
一
般
的
に
茶
・
呉
服
・
太
物
な
ど
の
商
品
を
扱
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
彼
麓
寸
は
｛
専
ら
行
居
間
に
よ
っ
て
、
北
圏
・
関
｛
果
各
地
へ
進
出
し
、

後
に
は
出
店
を
設
け
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
発
端
は
い

わ
ゆ
る
コ
兀
今
期
」
で
あ
り
、
当
時
、
諸
方
へ
行
商
す
る
者
が
次
第

に
多
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
町
場
で
あ
る
庭
回
が
商
行
為
に
そ

の
生
計
の
手
段
を
か
け
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
そ
の
背

後
に
は
貞
享
二
年
の
訴
状
が
示
す
よ
う
に
、
当
時
甲
府
領
で
あ
っ
た

臼
野
村
井
町
で
は
、
領
主
の
高
免
賦
課
に
対
し
て
「
町
並
二
三
郎
商

内
仕
峰
も
の
は
、
御
皆
済
回
申
儀
は
無
御
三
峰
へ
ど
も
、
是
ハ
屋
敷

高
斗
持
ち
、
田
地
持
申
肺
へ
共
三
五
石
三
石
な
ら
で
は
所
持
不
仕
、

百
姓
町
之
儀
ハ
商
売
も
不
仕
耕
作
斗
の
儀
に
て
悉
く
困
窮
仕
泳
…
…

（
中
略
）
…
…
本
百
姓
之
内
近
年
三
十
人
余
潰
れ
、
十
人
余
ハ
方
々

　
　
　
　
　
　
④

へ
失
果
申
峰
…
…
」
と
述
べ
る
よ
う
な
情
況
が
存
在
し
た
こ
と
は
考

慮
に
い
れ
て
お
い
た
方
が
よ
い
。
・
今
改
め
て
近
江
商
人
発
生
の
原
因

論
を
お
こ
な
う
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
が
、
幕
藩
封
建
制
下
に
お
け
る

近
江
の
劣
悪
な
条
件
が
、
却
っ
て
彼
等
の
商
業
面
で
の
潜
勢
力
を
爆

発
さ
せ
た
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
一
般
的
に
み
る
な
ら

ば
こ
の
時
期
の
顕
野
商
入
の
活
動
は
行
商
が
主
で
あ
り
、
享
保
年
間
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以
降
各
地
に
出
店
が
設
麗
さ
れ
て
い
く
。
菅
野
博
士
の
研
究
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
⑤

日
野
商
人
出
店
表
は
、
享
保
以
前
一
〇
、
享
保
・
宝
暦
二
二
、
明
和
・

享
和
二
二
、
化
・
政
二
七
、
天
保
以
降
四
七
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の

事
情
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る

正
野
家
の
経
営
は
、
日
野
商
人
の
発
生
か
ら
、
行
商
に
よ
る
富
の
蓄

積
、
や
が
て
各
地
へ
進
出
し
始
め
る
元
禄
・
享
保
期
に
限
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
意
味
で
は
当
代
日
野
商
人
の
動
向
を
典
型
的
に
示
す
も

の
と
し
て
考
え
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
分
析
の
対
象
と
な
っ
た
正
野
玄
三
家
は
、
現
在
も
製
薬
業
者
と
し

て
繁
慨
し
て
い
る
が
、
近
世
に
は
中
井
源
左
衛
門
家
と
な
ら
ぶ
日
野

の
豪
商
で
あ
っ
た
。
家
伝
に
よ
れ
ば
正
野
家
は
室
町
期
日
野
に
帰
農

し
、
製
茶
業
に
も
携
っ
た
こ
と
は
、
天
文
一
二
年
後
奈
良
天
皇
に
茶
を

献
上
し
、
銘
趨
山
を
賜
り
、
そ
れ
を
裏
書
す
る
天
文
年
間
の
茶
壷
が

伝
来
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
以
後
の
事
情
は

殆
ん
ど
判
明
し
な
い
。
し
か
し
正
野
家
家
業
の
基
礎
が
築
か
れ
た
の

は
初
代
玄
三
（
小
器
扉
撒
）
の
時
で
あ
り
、
彼
は
延
宝
四
年
「
越
後
江
下

り
始
」
め
て
以
来
、
医
業
に
携
る
勢
ら
近
江
商
人
の
若
貝
と
し
て
素

晴
ら
し
い
活
動
を
お
こ
な
っ
た
が
、
晩
年
に
は
京
大
坂
に
も
進
出
し

て
正
野
家
家
業
の
基
礎
を
定
め
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
そ
の
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

展
は
、
　
「
惣
勘
定
仕
上
帳
」
の
分
析
を
お
こ
な
っ
た
脇
田
修
の
別
稿

に
お
い
て
概
説
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
要
約
し
て
以
下

の
分
析
の
前
提
と
し
て
お
き
た
い
と
考
え
る
。
別
稿
の
結
論
を
述
べ

れ
ば
、
正
野
家
は
次
の
よ
う
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。

　
玄
三
は
前
記
の
如
く
、
延
宝
四
年
始
め
て
商
業
に
従
事
し
た
が
、

貞
享
一
7
6
年
に
は
、
古
手
類
時
価
一
七
二
匁
八
分
の
僅
か
の
元
金
を
も

っ
て
、
自
立
経
営
を
営
み
、
や
が
て
彼
の
晩
年
享
保
一
三
年
に
は
八

一
一
九
両
の
元
金
を
自
ら
書
記
し
た
の
で
あ
っ
た
（
第
一
表
）
。
そ
の

活
躍
は
同
じ
日
野
の
豪
商
中
井
源
左
衛
門
良
祐
の
華
々
し
さ
は
な
い

に
し
て
竜
、
日
野
売
薬
の
創
始
者
と
し
て
、
ま
た
そ
の
経
営
内
容
の

変
化
は
誠
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
正
野
玄
三
の
活

動
は
、
ほ
ぼ
一
二
期
に
分
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
期
　
貞
享
元
年
～
元
禄
六
年
　
衣
料
贔
中
心
の
信
越
地
方

　
　
　
　
　
　
行
商
段
階

　
中
間
期
　
～
宝
永
二
年
　
京
都
に
て
医
業
修
業
時
代

　
第
二
期
　
～
以
後
　
　
　
製
薬
業
中
心
・
行
商
廃
止

の
三
期
で
あ
っ
た
。
以
下
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
、
と
く
に
第
一
期
と
第
二

期
に
つ
い
て
、
更
に
詳
細
な
検
討
を
行
い
た
い
と
考
え
る
。

①
　
福
尾
猛
市
郎
氏
「
徳
娼
初
期
に
お
け
る
商
業
圏
聞
の
発
生
に
つ
い
て
」
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（
『
史
林
』
二
四
巻
四
丹
）
。
　
同
氏
「
徳
用
初
期
に
お
け
る
商
業
紳
聞
の

　
　
成
立
に
つ
い
て
」
　
（
『
史
学
雑
誌
』
五
〇
二
七
号
）
。

②
　
今
井
美
智
子
氏
「
近
世
近
江
の
農
昆
経
済
－
特
に
近
江
商
人
の
進
出

　
と
農
村
構
成
i
扁
　
（
『
目
［
本
・
史
研
究
』
二
六
号
）
。

③
江
頚
恒
治
氏
「
封
建
鰍
下
に
お
け
る
商
業
資
本
の
在
り
方
」
（
『
封
建

　
制
と
資
本
翻
』
所
収
）
。

　
　
原
購
緻
丸
氏
「
近
江
商
人
の
経
営
形
態
に
関
す
る
【
考
察
」
　
（
『
彦
根

　
論
叢
』
三
四
号
）
。

　
　
小
倉
栄
一
郎
氏
「
涯
州
中
井
家
の
決
算
報
告
法
に
つ
い
て
」
　
（
『
彦
根

　
論
叢
』
三
七
号
）
な
ど
。

④
『
近
江
日
野
町
志
』
上
七
〇
三
頁
。

⑤
菅
野
和
太
郎
氏
『
近
江
商
入
の
研
究
」
～
三
三
頁
。

⑥
脇
田
修
稿
「
元
禄
享
保
期
近
涯
商
人
の
一
経
営
」
『
読
史
会
五
十
周
年

　
詑
念
論
文
集
』
属
収
。

一

　
第
一
期
に
つ
い
て
は
、
玄
三
が
冷
感
元
年
独
立
し
て
「
自
分
商
」

を
始
め
た
時
か
ら
、
元
禄
六
年
医
業
修
業
の
た
め
、
京
都
の
名
医
名

護
屋
一
水
の
門
に
入
る
迄
の
時
期
を
さ
す
。
た
だ
第
一
期
の
活
動
と
、

中
一
期
、
宝
永
年
間
に
い
た
る
間
の
手
代
分
関
東
行
商
は
、
同
質
の

も
の
で
あ
り
、
第
一
期
よ
り
第
二
期
の
初
め
ま
で
は
、
商
業
活
動
の

内
容
と
し
て
は
、
一
括
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ

う
に
し
て
正
野
家
の
活
動
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。
幸
い
こ
の
活
動

の
内
容
は
、
　
「
惣
勘
定
仕
上
帳
」
一
冊
と
、
　
「
歳
々
算
用
牒
」
三
冊

が
保
存
さ
れ
て
い
て
、
概
況
を
伝
え
て
く
れ
る
。
ま
ず
「
仕
上
帳
し

は
脇
固
別
稿
に
分
析
し
た
が
、
年
末
決
算
を
記
載
し
た
帳
簿
で
あ
る

た
め
、
か
な
り
制
約
が
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
結
論
を
え
た
。

　
ま
ず
玄
三
の
商
活
動
は
、
京
・
大
坂
・
堺
ま
た
近
江
な
ど
の
上
方

地
方
と
、
越
後
・
信
濃
各
地
を
往
来
し
て
そ
の
聞
の
物
産
を
交
換
し

た
も
の
で
、
当
時
近
江
商
入
の
典
型
的
な
姿
を
示
し
て
い
る
。
商
品

と
し
て
は
、
古
手
・
木
綿
類
を
上
方
か
ら
仕
入
れ
、
信
越
地
方
へ
持

下
り
を
行
い
、
該
地
か
ら
は
金
引
、
縮
な
ど
を
購
入
し
て
江
戸
・
京

に
て
販
売
し
た
。
こ
れ
ら
衣
料
贔
の
取
扱
が
太
宗
で
あ
る
が
、
そ
の

他
漆
・
蠣
・
油
・
た
ば
こ
な
ど
を
信
越
地
方
で
買
入
流
て
お
り
、
米

は
信
州
上
田
、
伊
勢
桑
名
と
、
大
坂
で
も
買
澄
を
し
て
い
た
。
従
っ

て
玄
三
の
活
動
は
、
当
時
各
地
に
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
農
民
経
済
を

基
盤
と
す
る
地
方
市
場
と
近
江
・
京
・
大
坂
な
ど
上
方
地
方
と
を
結

ぶ
商
人
と
し
て
、
生
国
市
場
形
成
の
一
翼
を
担
っ
た
も
の
と
い
い
う

る
。
彼
が
少
額
の
資
本
に
て
出
発
し
、
第
一
期
元
禄
六
年
ま
で
は
、

殆
ん
ど
独
力
に
て
彼
地
と
往
来
し
，
五
九
三
両
余
の
元
金
を
有
す
る

に
到
っ
た
の
は
、
資
金
面
で
は
一
族
の
援
助
も
あ
り
、
彼
の
苦
心
経
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営
に
よ
る
竜
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
な
お
流
通
網
の
未
整
備
な
当
時

に
あ
っ
て
、
遠
地
を
往
来
し
、
多
種
類
の
商
昂
を
取
扱
い
っ
っ
行
っ

た
そ
の
活
動
が
、
時
代
の
流
れ
に
乗
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
期
の
正
野
家
は
、
農
民
経
済
を

基
盤
と
す
る
「
元
禄
期
」
新
興
商
人
の
一
典
型
と
い
い
う
る
も
の
で

あ
っ
た
。
・

　
以
上
「
惣
勘
定
仕
上
帳
」
の
分
析
を
通
じ
て
、
正
野
家
の
経
鴬
を

簡
単
に
眺
め
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
結
論
を
更
に
正
野
家
蔵
の

「
歳
女
算
用
牒
」
三
冊
に
よ
っ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。
ま
ず
、

こ
の
「
算
用
牒
」
は
、
栗
田
王
薄
薄
沖
売
分
（
允
禄
一
一
～
宝
永
四
）
、

石
井
加
兵
衛
分
（
元
禄
一
三
～
宝
永
五
）
、
芳
賀
仁
兵
衛
分
（
宝
永
五
～

正
徳
三
）
の
三
冊
に
わ
か
れ
て
い
る
が
、
　
い
ず
れ
も
「
此
帳
ハ
戸
棚
・

二
い
つ
迄
も
あ
る
べ
し
」
と
の
貼
紙
を
付
し
、
正
野
家
で
は
こ
の
帳

簿
を
「
仕
上
帳
」
と
と
も
、
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

内
容
は
三
冊
共
、
ほ
ぼ
同
一
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
注
置
す

べ
き
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
栗
田
・
石
井
・
芳

賀
の
三
管
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
仕
入
金
」
の
全
額
を
正
野
家
か
ら
出
資

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
売
上
金
は
「
登
り
金
」
と
し
て
送
金
さ
れ
、
年

末
に
は
「
関
東
有
高
」
と
し
て
在
庫
品
、
掛
ケ
金
の
調
査
を
お
こ
な

い
年
間
の
純
益
を
出
し
、
決
箕
を
済
ま
し
て
い
る
。
従
っ
て
内
容
も
、

仕
入
金
渡
の
明
細
、
登
り
金
明
細
最
後
に
有
高
と
、
三
部
分
に
わ
か

れ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
前
年
末
決
算
の
際
の
有
高
は
、
次
年
度
の
貸
付
金
（
資
本
）

と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
決
済
は
玄
三
と
各
当
人
の
連
印
・
名

に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
先
の
「
仕
上
帳
」
と
の

関
係
は
、
仕
上
帳
の
記
載
が
簡
単
で
あ
り
、
貸
金
総
高
の
み
・
を
記
し

て
い
た
が
、
若
干
年
度
に
つ
い
て
は
、
内
容
の
一
致
を
確
め
る
こ
と

　
　
①

が
で
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
一
二
名
の
経
営
が
、
玄
三
よ
り
一
定

の
資
本
を
貸
与
さ
れ
、
独
立
採
箕
制
を
と
り
つ
つ
、
正
野
家
経
営
の

一
分
枝
を
な
し
た
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
資
本

貸
与
で
あ
る
為
、
仕
入
金
・
登
り
金
に
一
定
の
利
足
を
徴
し
て
い
る

こ
と
は
、
正
野
家
経
営
方
針
の
実
践
で
あ
り
注
国
す
べ
き
で
あ
る
。

次
に
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
の
三
冊
が
関
東
行
商
の
内
容
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
従
来
当
主
玄
三
の
お
こ
な
っ
た
北
国
中
心
の
行
商
か
ら
、

関
東
に
商
圏
を
拡
大
し
た
際
の
情
況
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
他
へ
の
行
商
も
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
年
に
数
回

は
関
東
へ
赴
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
六
名
が
正
野
家

の
一
門
で
あ
る
か
、
手
代
で
あ
る
か
は
残
念
な
が
ら
確
め
う
る
史
料
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元禄・享保期における前期酌資本の動向（薦lli）

が
な
い
が
、
一
応
手
代
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
「
仕
上

回
し
　
に
元
禄
一
二
年
よ
り
　
「
両
手
代
給
黒
し
四
両
が
記
載
さ
れ
栗

田
・
石
井
両
名
を
こ
れ
に
宛
て
う
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
同
年
勘

定
に
始
め
て
関
東
有
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。
更
に

彼
等
は
奉
公
の
末
、
臼
題
し
た
ら
し
く
、
孫
兵
衛
分
の
帳
簿
の
末
尾

に
は
「
午
の
年
♂
孫
兵
衛
も
自
分
二
い
た
し
申
距
」
と
あ
り
、
年
を

経
て
独
立
し
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
帳
簿
は

正
野
家
経
営
の
一
部
門
を
示
す
が
、
そ
れ
が
独
立
し
た
計
算
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
為
に
、
当
爾
近
江
商
人
行
商
の
動
向
を
示
す
貴
重

な
史
料
と
な
っ
て
お
り
、
と
く
に
関
東
行
商
の
内
容
を
示
す
も
の
と

し
て
注
欝
に
値
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
に
よ
り
っ
っ
経
営

の
分
析
を
果
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。

工
　
経
営
の
動
向

　
④
栗
田
三
郎
兵
衛
分
、
第
二
表
は
栗
田
の
行
商
成
績
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

そ
の
損
益
を
調
べ
る
為
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
帳
簿
で
は

「
仕
入
か
し
」
と
「
関
東
二
有
物
」
を
合
算
し
た
後
に
「
登
り
金
」

を
指
引
い
て
い
る
か
ら
、
現
金
勘
定
と
売
買
勘
定
が
混
在
し
て
い
る
。

ま
た
指
引
に
よ
っ
て
現
わ
れ
た
不
足
高
に
対
し
て
も
利
息
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
た
め
、
次
年
度
の
売
買
収
益
が
実
際
と
は
若
干
喰
違
っ
て

い
る
。
従
っ
て
第
二
表
は
、
こ
れ
を
考
慮
し
加
工
を
施
し
た
電
の
で

あ
る
。
ま
ず
損
益
の
項
を
み
る
に
、
関
東
行
商
を
開
始
し
た
初
年
．

工
年
度
は
、
か
な
り
変
化
が
あ
り
、
か
か
る
表
か
ら
の
計
算
に
は
限

界
の
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
元
禄
ニ
ニ
年

（
第
一
二
年
度
）
よ
り
｛
女
｛
慌
し
た
経
営
を
一
耶
し
始
め
る
。
た
だ
一
兀
禄
一
山
ハ

年
・
宝
永
元
年
の
低
下
は
問
題
で
、
原
因
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る

が
、
　
「
勘
定
仕
上
帳
」
で
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し

宝
永
二
年
以
降
は
収
益
の
増
量
は
著
し
く
、
と
く
に
宝
永
四
年
の
七

㎎
落
窪
は
注
冒
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
販
売
の
傾
向
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ

る
。
元
禄
一
六
年
・
宝
永
元
年
・
四
年
の
販
売
高
は
算
出
で
き
な
い

が
、
元
禄
一
六
年
・
宝
永
四
年
両
年
に
は
販
缶
冗
高
．
在
庫
高
の
合
計

が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
在
庫
高
が
こ
の
一
〇
年
間
を
通
じ
て
少
額

で
、
変
化
も
少
い
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
販
売
高
を
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
行
商
当
初
の
元
禄
一
一
年
よ
り
＝
一

年
に
か
け
て
、
か
な
り
増
加
を
示
し
、
以
後
は
安
定
し
て
漸
増
の
傾

向
を
示
し
、
元
禄
一
六
年
に
は
一
時
的
に
御
三
分
一
減
と
な
る
が
、

宝
永
二
年
以
降
匿
立
っ
て
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
仕
入
高
は
、
元
禄
一
二
年
に
二
倍
以
上
に
な
っ
て
か
ら
、
　
一
五
年

ま
で
は
一
定
の
傾
向
を
亀
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
つ
づ
く
二
年
闘
に
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は
半
分
以
下
に
減
少
し
、
宝
永
二
年
以
降
、
か
な
り
の
テ
ン
ポ
で
増

加
す
る
。
か
く
し
て
栗
田
の
場
合
、
仕
入
・
販
売
・
載
益
の
い
ず
れ

も
が
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
元
禄
二
六
年
・
宝
永
元
年
の
停

滞
と
、
宝
永
二
年
以
降
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
か
か
る
傾
向
は
、
関
東
か
ら
の
送
金
高
と
掛
残
高
と
の
関
係
、
つ

ま
り
売
上
金
の
國
収
率
に
竜
あ
ら
わ
れ
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
。
第
三

表
の
園
収
率
は
、
そ
の
動
向
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
回
収
率
が
上
昇
し
て
く
る
と
、
当
然
年
末
に

手
許
に
残
る
筈
の
現
金
高
竜
増
加
す
る
。
今
、
第
三
表
に
か
か
げ
た

現
金
勘
定
の
動
き
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
動
向
を
明
ら
か
に
裏
書
し

て
い
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
出
金
と
入
金
の
差
額
、
年

末
決
済
の
際
、
手
許
に
残
る
筈
の
現
金
額
も
増
加
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
表
に
よ
れ
ば
明
ら
か
に
元
禄
一
六
年
を
境
に
し
て
、
差
引
残
高

は
黒
字
に
転
化
し
、
宝
永
二
年
か
ら
は
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
す
る
。
竜
ち
う
ん
元
禄
一
六
年
・
宝
永
元
年
の
黒
字
は
、
入

金
が
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
金
が
そ
れ
を
上
廻
る
減
少
ぶ

り
を
見
せ
た
か
ら
こ
そ
黒
字
と
な
っ
た
も
の
で
、
全
体
と
し
て
経
営

の
縮
少
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
宝
永
工
年
以
降
は
、

入
金
出
金
と
も
に
著
し
く
規
模
を
拡
大
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
｝
果
M
剛
に
つ
い
て
｝
ム
4
ん
ば
、
　
㎜
男
～
り
、
か
に
「
兀
禄
一
山
海
馬
・
宝
・
永
「
末
年
」

の
停
滞
と
同
二
年
を
転
機
と
し
て
、
一
応
安
定
し
た
歩
調
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
㈱
　
石
井
加
兵
衛
分
。
石
井
に
つ
い
て
も
栗
田
と
同
様
の
検
討
を

お
こ
な
う
た
め
に
作
成
し
た
の
が
、
第
四
表
・
第
五
表
で
あ
る
。

　
全
体
と
し
て
栗
田
の
場
合
と
似
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
第

四
表
に
よ
れ
ば
、
損
益
は
元
禄
一
六
年
ま
で
激
し
く
変
動
す
る
が
、

宝
永
元
年
か
ら
は
多
少
の
増
減
を
と
も
な
い
な
が
ら
も
安
定
し
た
収

益
を
得
て
い
る
。
売
高
を
み
て
も
年
に
よ
っ
て
若
干
の
変
化
は
あ
る

が
、
宝
永
元
年
以
前
と
圃
二
年
以
後
を
比
較
す
れ
ば
全
体
と
し
て
、

増
加
傾
向
に
あ
る
。
仕
入
高
は
元
禄
二
ご
年
以
降
徐
々
に
減
少
し
、

宝
永
元
年
を
最
低
に
、
翌
二
年
か
ら
六
〇
両
台
を
前
後
し
、
安
定
性

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
第
五
表
、
売
上
高
の
回
収
率
の
上

に
竜
あ
る
程
度
表
示
さ
れ
て
い
る
し
、
と
く
に
第
五
表
現
金
勘
定
の

動
態
は
こ
れ
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
し
か
も
石
井
分
に
お
い
て
も

差
引
残
高
は
、
元
禄
一
六
年
を
境
に
黒
字
に
転
化
す
る
の
で
あ
る
が
、

更
に
同
年
翌
宝
永
元
年
と
、
同
二
年
以
後
と
で
は
、
か
な
り
内
容
に

相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
じ
く
増
加
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
前

二
年
は
、
入
金
高
が
一
七
両
ほ
ど
ず
つ
増
加
し
、
他
方
で
は
出
金
高
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元録・摩保期における前期的資電の動向（1鮒の

が
二
六
両
・
二
九
両
ず
つ
減
少
し
て
い
る
か
ら
、
入
金
の
増
加
が
あ
・

る
に
し
て
も
、
主
と
し
て
出
金
の
減
少
に
よ
っ
て
、
年
末
残
高
は
増

大
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
宝
永
二
年
の
年
末
残
高
は
、

結
果
的
に
は
一
一
両
弱
の
増
加
に
終
っ
て
い
る
が
、
入
金
は
倍
以
上
、

出
金
が
ほ
ぼ
三
倍
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
以
後
は
入
金
増
加

の
テ
ン
ポ
の
方
が
早
く
、
宝
永
五
年
に
至
っ
て
二
一
〇
両
近
く
の
現

金
残
高
を
生
み
だ
し
た
。
こ
れ
は
売
高
と
仕
入
高
と
が
宝
永
二
年
に

一
つ
の
転
換
点
を
示
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
か
く
し
て
栗
田
・
石
井
両
名
の
帳
簿
を
分
析
し
た
結
果
、
次
の
事

実
が
判
明
し
た
。
両
者
の
行
商
内
容
は
非
常
に
共
通
し
た
傾
向
を
も

つ
て
お
り
、
ま
た
当
時
玄
三
は
医
業
修
業
中
で
、
商
活
動
は
本
格
的

に
行
な
っ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
両
者
の
活
動
が
正
野
家
の
商
業
鋤

と
見
て
も
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
正
野
家
は
こ
の
記
載

に
関
す
る
限
り
、
商
業
経
営
は
元
禄
末
年
ま
で
は
激
し
く
変
動
し
な

が
ら
も
収
益
を
確
保
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
元
禄
末
年
か
ら
壮
絶
初

年
に
移
る
闘
、
不
振
に
陥
り
、
こ
れ
を
仕
入
の
縮
少
に
よ
っ
て
切
り

抜
け
、
宝
永
二
年
以
降
は
、
急
速
な
立
直
9
を
見
せ
、
発
展
を
害
し

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

瓦
　
経
蛍
の
内
容

　
正
野
家
の
経
営
の
動
向
は
、
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
急
速

な
発
展
は
、
い
か
な
る
条
件
に
支
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
当

時
、
全
国
的
な
市
場
が
形
成
さ
れ
、
農
属
的
商
品
経
済
は
領
主
的
商

品
経
済
を
よ
う
や
く
し
の
ぎ
は
じ
め
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
か
か
る

時
、
正
野
家
も
先
進
地
域
畿
内
商
人
の
一
員
と
し
て
ま
た
全
圏
的
市

場
の
形
繊
に
向
っ
て
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
問
題
を
ま
ず
仕
入
の
内
容
と
そ
の
推
移
か
ら
検
討
し
よ
う
。

次
の
第
六
・
七
表
は
、
栗
田
・
石
井
の
仕
入
分
に
つ
い
て
「
算
用
牒
」

を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
記
載
は
京
・
大
坂
・
中
郡
仕
入
と
薬
・

椀
の
代
な
ど
と
記
し
セ
い
る
が
、
ま
ず
仕
入
先
の
判
明
す
る
分
か
わ

検
討
す
る
と
、
仕
入
先
は
京
・
大
坂
・
中
郡
の
三
ケ
所
が
主
で
あ
り
、

他
に
紀
州
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
取
引

商
品
の
判
明
す
る
分
を
あ
げ
る
と
、
京
都
に
つ
い
て
は
元
禄
一
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

栗
田
分
は
十
一
屋
金
四
郎
か
ら
購
入
し
た
分
と
、
宝
永
三
年
に
古
物

を
買
付
け
た
も
の
で
、
十
一
麗
よ
り
の
仕
入
商
品
は
後
述
す
る
よ
う

に
高
級
織
物
と
推
定
し
う
る
。
大
坂
に
つ
い
て
は
栗
田
の
元
禄
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
④

減
分
が
刀
屋
・
吉
野
屋
か
ら
仕
入
れ
ら
れ
て
い
る
他
、
石
井
の
二
二

年
分
が
太
物
を
仕
入
れ
て
い
る
。
従
っ
て
京
・
大
坂
の
仕
入
は
織
物
・

古
着
・
古
物
類
の
仕
入
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
衣
料
晶
は
、
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正
野
家
の
初
期
に
お
け
る
重
要
な
商
品
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
栗
田
が

四
ケ
年
に
わ
た
っ
て
布
晒
賃
一
両
前
後
を
支
出
し
て
い
る
こ
と
や
、

片
町
半
兵
衛
か
ら
の
買
入
れ
が
「
帷
子
・
細
物
類
」
で
あ
る
こ
と
も

付
記
し
て
お
こ
う
。
次
に
中
郡
仕
入
分
で
あ
る
が
、
中
郡
と
は
近
江

湖
東
一
帯
、
蒲
生
・
神
崎
・
愛
知
・
犬
上
の
四
郡
を
さ
し
、
近
江
商

人
の
最
も
広
汎
に
輩
出
し
た
地
域
で
あ
り
。
日
野
商
人
に
と
っ
て
も

地
盤
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
取
引
闘
係
は
、
重
要
な
比
重
を
占
め
て
い

る
が
、
内
容
の
明
ら
か
な
も
の
は
、
町
屋
村
の
「
あ
や
」
約
二
二
両

が
あ
る
の
み
で
他
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
地
名
寵
載
の
な
い
分
で
、

漆
と
椀
の
代
金
は
、
恐
ら
く
日
野
椀
の
生
産
と
関
係
を
も
つ
と
推
定

し
て
も
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
漆
は
渠
田
麩
で
は
元
禄
一
五
年
に

一
五
両
二
分
、
同
一
六
年
に
金
三
分
野
銀
四
匁
、
宝
永
元
年
に
五
三

両
一
分
、
銀
八
匁
と
か
な
り
大
量
の
買
付
け
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、

そ
の
漆
は
宝
永
元
年
分
に
つ
い
て
は
名
古
屋
・
日
野
の
監
事
で
売
払

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
漆
を
原
料
と
す
る
椀
に
つ
い
て
は
、
臼
野

が
い
う
野
芝
な
く
主
産
地
で
あ
る
か
ら
、
各
人
群
群
の
購
入
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
商
品
だ
け
を
み
て
も
、

元
禄
・
宝
永
期
の
取
扱
書
晶
は
織
物
・
古
物
・
椀
・
紙
・
薬
な
ど
極

め
て
多
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
雑
多
な
商
品
を
取
扱
い
、
関
東
行

商
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
先
に
み
た
経
営
収
支
の
変
化
と
内

容
を
次
に
考
察
し
て
み
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
（
箪
八
表
）
。

　
ま
ず
中
郡
仕
入
に
つ
い
て
み
よ
う
。
第
六
表
は
栗
田
分
仕
入
商
晶

の
推
移
を
著
す
表
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
末
年
か
ら
宝
永
元
年
に
か
け

て
経
営
の
危
機
に
あ
っ
た
際
、
そ
の
切
抜
策
と
し
て
、
最
も
明
瞭
に

現
わ
れ
る
の
が
、
中
郡
仕
入
の
切
捨
て
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
召
し
て

竜
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
元
禄
一
六
年
の
雑
仕
入
額
は
約
一

六
両
で
あ
り
、
そ
の
中
に
若
干
中
郡
か
ら
の
仕
入
が
含
ま
れ
て
い
る

か
も
知
れ
な
い
が
、
宝
永
元
年
に
は
約
四
両
の
雑
仕
入
し
か
な
い
か

ら
、
岡
年
の
中
郡
仕
入
は
皆
無
状
態
で
あ
っ
た
ろ
う
。
宝
永
二
年
は

一
五
〇
単
物
、
　
「
仕
上
帳
」
に
は
明
ら
か
に
中
郡
仕
入
が
記
載
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
再
び
中
郡
仕
入
が
行
わ
れ
た
と
見
て
も
よ

い
。
　
つ
ま
h
ソ
経
彊
聡
か
危
機
に
陥
り
、
　
駆
兼
伽
下
策
を
一
。
つ
た
…
兀
禄
一
山
ハ
年

・
宝
永
元
年
に
お
い
て
真
先
に
整
理
さ
れ
て
皆
無
に
な
っ
た
の
が
中

郡
仕
入
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
い
っ
た
い
こ
の
事
実
は
何
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
既

に
述
べ
た
如
く
正
野
家
は
上
方
地
方
を
基
盤
と
し
て
、
信
越
・
関
東

地
方
に
行
商
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
近
江
地
方
の
経
済
的
発

展
、
と
く
に
湖
東
地
方
で
は
茶
．
蚊
帳
・
晒
な
ど
特
産
物
生
産
竜
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元禄・享保期における前期的資本の動向（西川）

行
わ
れ
、
農
民
層
分
解
竜
寛
文
段
階
に
は
進
行
し
て
水
呑
層
を
輩
出

し
一
の
小
市
場
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
基
盤

と
し
て
成
長
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
も
宝
永
年
間
以
降
は
明

白
に
遠
隔
地
商
人
と
し
て
転
換
を
し
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
第
一
期
の

行
商
形
態
も
、
か
か
る
農
民
的
小
市
場
を
基
盤
と
す
る
遠
隔
地
商
業

で
あ
っ
た
が
、
宝
永
期
を
転
期
と
し
て
墨
字
通
り
の
隔
地
間
流
逓
機

構
の
ト
レ
ー
ガ
ー
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
元
禄
末
・
宝
永

初
年
の
経
営
不
振
の
際
、
中
郡
仕
入
を
切
捨
て
た
こ
と
は
、
第
一
期

の
経
営
基
盤
と
な
っ
た
農
民
経
済
か
ら
徐
々
に
離
脱
す
る
傾
向
を
示

し
た
も
の
と
云
う
べ
く
、
や
が
て
宝
永
二
年
玄
三
の
法
橋
叙
任
を
契

機
と
し
て
、
先
の
大
衆
的
商
品
の
取
扱
、
行
商
を
廃
止
す
る
方
向
を

辿
っ
て
い
き
、
以
後
薬
種
・
輸
入
高
級
織
物
を
中
心
と
し
て
取
引
を

行
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
闘
の
動
向
は
芳
賀
七
兵
衛
分
の
経
営
内
容

に
よ
っ
て
知
り
う
る
が
、
織
物
・
古
物
類
の
比
重
は
低
下
し
、
正
徳

三
年
に
は
薬
種
は
孫
兵
衛
取
扱
商
品
の
八
○
％
を
占
め
る
に
到
っ
た
。

こ
の
数
字
は
、
ほ
ぼ
正
野
家
の
商
活
動
の
情
況
を
示
し
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
第
九
表
）
。

　
か
く
し
て
正
野
家
は
コ
兀
禄
期
」
農
民
的
弓
市
場
の
成
立
を
基
盤

と
し
て
拾
頭
し
、
遠
隔
地
商
業
に
従
事
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
流
通

機
構
の
未
整
備
も
あ
り
、
動
揺
を
回
避
し
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
宝

永
初
年
を
転
機
と
し
て
、
遠
隔
地
闘
流
通
機
構
の
ト
レ
ー
ガ
ー
と
し

て
明
確
な
転
換
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
宝
永
二
年
法
橋
叙

任
を
契
機
と
し
、
、
日
野
売
薬
の
創
始
看
と
し
て
の
条
件
に
支
え
ら
れ

て
、
正
徳
年
号
に
は
そ
の
転
換
を
完
了
し
て
、
一
層
の
発
展
を
竜
た

ら
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
①
　
宝
永
元
年
分
に
つ
い
て
は
、
石
井
加
兵
衛
分
七
九
両
二
分
二
朱
、
　
一

　
　
匁
｝
分
、
栗
田
三
二
兵
衛
分
一
六
三
両
二
分
、
　
一
七
匁
三
分
を
年
度
末

　
　
決
算
に
し
て
い
る
が
、
端
数
は
除
き
、
仕
入
帳
で
は
二
四
三
両
「
関
東
ユ

　
　
有
り
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
②
　
記
載
例
と
し
て
、
元
禄
＝
一
年
分
を
掲
げ
て
淋
4
9
こ
う
。

　
　
　
　
　
卯
急
登
勘
定

　
　
一
金
六
拾
九
両
弐
分
　
銀
弐
拾
匁
壱
分
五
リ

　
　
　
　
　
寅
ノ
年
ニ
サ
ソ
欄
シ
テ
卯
ノ
暮
二
請
取
可
申
は
す
之
金
子
也

　
　
一
金
弐
拾
海
里
寅
十
二
月
五
日
　
中
郡
冬
仕
入

　
　
　
金
弐
両
三
分
　
銀
三
匁
　
十
四
ケ
月
利
尾

　
　
一
二
弐
両
　
正
月
拾
弐
日
　
椀
ノ
仕
入
　
左
兵
衛
二

　
　
　
金
壱
分
　
銀
穴
分
　
　
　
十
三
ケ
月
利
足

　
　
　
　
　
　
…
（
中
略
）
…

　
　
　
合
二
潤
　
金
弐
百
七
両
弐
分
ト
銀
弐
匁
八
分
五
り
か
し
｛
尚

　
　
登
り
金
請
取
口

　
　
｝
金
弐
両
三
分
　
五
月
蝿
七
蹟

　
　
　
銀
拾
三
匁
弐
分
　
　
　
　
八
ケ
月
利
足
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一
A
脳
拾
両
弐
分
　
　
七
月
骨
｛
ハ
日

金
弐
分
銀
弐
匁
八
分
　
　
六
ケ
月
利
足

　
　
　
　
…
（
申
略
）
…

合
金
百
弐
捨
五
両
壱
分
　
銀
弐
匁
　
　
　
請
取

牽
引
テ
一
望
八
拾
弐
両
壱
分
銀
八
分
五
り
不
足

　
　
　
　
金
九
両
三
分
　
銀
七
匁
三
分

　
ム
ロ
テ
ム
泓
九
n
欝
弐
颪
口
　
銀
八
謂
凹
密
信
分
五
り

関
東
二
有
高

一
A
皿
山
口
七
瀟
閃
　
　
　
銀
論
ハ
匁
一
二
分

一
金
四
両
壱
分
　
銀
三
匁
三
分

　
舎
テ
金
百
拾
壱
両
壱
分
　
銀
九
匁
六
分

　
　
内
金
九
拾
弐
両
　
銀
八
匁
壱
分
五
り

　
　
　
　
前
ノ
不
足
か
し
ヲ
引
テ
見
テ

　
金
拾
九
両
壱
分
野
壱
匁
四
分
五
リ

蹴ハ

N
三
一
ニ
ケ
門
月
利
足

か
し

掛
高

残
り
物
有

爵
ノ
儲

　
右
之
通
之
勘
定
故
金
百
拾
壱
両
壱
分
ト
九
匁
六
分
ヲ
展
ノ
暮
二
請
坂
巾

　
は
す
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄
　
　
三
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
郎
兵
衛
（
印
）

③
十
一
屋
金
四
郎
と
は
享
保
年
聞
も
蜜
接
な
取
引
が
あ
る
が
、
延
宝
九

　
年
日
野
綿
向
神
社
石
橋
を
寄
進
し
た
四
軒
の
問
屋
の
一
員
に
十
一
三
四

　
郎
兵
薇
…
が
あ
る
が
、
　
金
四
郎
も
そ
の
縁
に
つ
な
が
る
と
す
れ
ば
十
一
量

　
金
四
郎
は
日
野
出
身
で
あ
る
、

④
　
刀
屋
は
不
明
、
　
士
岡
野
屋
は
享
保
年
間
の
取
…
引
先
と
関
係
が
あ
る
や
に

　
恩
わ
れ
る
。
　
そ
の
他
捧
山
半
丘
一
二
な
ど
の
商
人
に
つ
い
て
は
判
明
し
な

　
い
分
が
多
い
。

二

　
宝
永
・
正
徳
年
間
、
正
野
家
が
既
に
初
期
…
の
行
商
形
態
を
廃
止
し

て
京
・
大
坂
へ
進
出
を
行
い
、
更
に
商
業
活
動
の
内
容
も
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
、
鴇
常
的
一
般
的
商
品
か
ら
、
薬
種
を
中
心
と
す
る
特
殊

な
晶
目
に
集
中
さ
れ
る
変
化
を
示
し
て
い
っ
た
。
こ
の
変
化
は
正
野

家
と
い
う
日
野
売
薬
の
創
業
者
で
あ
る
だ
け
に
か
な
り
蒋
殊
な
内
容

を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
経
営
の
推
移
が
、
当
晴
の
一
般
的
動
向
を
反
映
し
て
い

る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
否
定
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

電
ち
う
ん
こ
こ
で
は
現
象
的
に
経
営
の
変
化
を
指
摘
す
る
に
止
め
膿

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
意
味
で
は
、
享
保
期
正
野
家
の
経
営
は
、
か

よ
」
う
な
動
向
を
端
的
に
示
す
好
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
本

章
で
は
第
二
期
と
く
に
享
保
期
の
経
鴬
を
次
に
検
討
し
て
お
き
た
い

と
考
え
る
。

　
周
知
の
如
く
享
保
期
は
、
幕
府
が
享
保
改
革
と
よ
ぶ
一
連
の
改
革

政
治
を
お
こ
な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
そ
の
改
革
が
、
単

な
る
武
断
的
緊
縮
政
策
で
あ
っ
た
と
い
う
以
上
に
、
商
業
日
鋼
の
点

で
も
多
大
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
通
貨
政
策
、
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仲
間
統
制
等
々
は
、
当
時
の
商
業
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
良

き
に
せ
よ
悪
し
き
に
せ
よ
「
元
禄
期
」
の
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
中
に
あ
っ
て
正
野
家
の
経
営
は
、
ど
の
よ
う
な
推
移
を
示
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
概
況
を
略
記
す
る
と
、
章
章
の
諸
帳
が
作
成
さ
れ

た
宝
永
末
年
か
ら
、
か
な
り
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
玄
三
の
法
橋

叙
任
に
と
も
な
い
、
　
宝
永
二
年
よ
り
、
　
米
油
干
鰯
類
の
商
黒
物
は

「
今
年
ヨ
リ
止
メ
申
覚
悟
」
と
「
仕
入
帳
」
に
記
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
も
若
干
続
い
た
に
せ
よ
、
経
営
の
転
換
は
享
保
期
ま
で
に
完
了

し
た
。
　
「
惣
勘
定
仕
上
帳
」
に
よ
っ
て
気
付
い
た
点
を
列
記
す
る
と
、

そ
の
事
情
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
0
ゆ
　
決
算
赤
字
過
多
の
為
銀
勘
定
を
行
っ
て
い
な
い
年
が
多
い
こ

と
、
宝
永
五
・
六
・
正
徳
三
年
の
各
層
、
ま
た
五
年
よ
り
享
保
九
年

迄
は
、
資
産
の
総
額
概
算
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
②
　
原
因
は
市
橋
家
へ
の
大
名
貸
焦
付
分
、
米
相
場
の
失
敗
、
金

銀
吹
替
に
よ
る
変
動
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
当
時
商

業
資
本
の
直
諭
し
た
問
題
で
あ
る
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
。
従
っ
て

正
野
家
は
経
営
転
換
に
か
な
り
苦
し
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　
⑧
　
大
名
貸
記
載
の
最
初
は
宝
永
三
年
で
あ
り
、
　
「
関
棄
掛
」
が

現
わ
れ
て
い
る
の
は
、
岡
四
年
を
最
後
と
す
る
。
従
っ
て
業
態
で
い

え
ば
、
一
般
行
商
は
、
正
野
家
で
は
徐
々
に
変
化
し
て
い
た
こ
と
、

従
来
の
北
陸
・
関
東
行
商
は
中
止
し
て
、
そ
の
活
動
は
京
・
大
坂
へ

の
進
出
、
そ
こ
に
主
力
を
注
い
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
大

名
貸
は
や
む
を
得
ぬ
事
情
で
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
、
宝
永
一
二
年
の
記

載
に
「
只
今
迄
御
用
二
裏
罫
ず
多
ク
ハ
必
ス
無
用
之
事
、
大
名
指
引

心
苦
［
労
君
7
丁
ノ
サ
ノ
ミ
好
ム
所
ニ
ア
ラ
ス
」
と
あ
サ
O
こ
と
に
よ
っ
て

も
明
ら
か
で
、
以
後
焦
げ
付
き
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
こ
の
宝
永
・
正
徳
期
の
不
況

を
の
り
き
っ
た
所
に
、
享
保
期
の
展
開
が
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
前
代

の
問
題
を
解
決
す
る
打
開
策
と
し
て
の
経
営
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
次
に
享
保
期
の
諸
帳
に
よ
っ
て
、

経
営
分
析
を
お
こ
な
い
た
い
と
思
う
。

1
　
資
本
講
成

　
ま
ず
最
初
に
享
保
一
七
年
の
資
産
構
成
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
正
野
家
の
資
本
の
性
格
を
考
察
す
る
。
第
一
〇
表
は
同
年
「
金

　
　
　
①

銀
指
引
牒
」
を
中
心
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

ほ
穿
正
野
家
の
概
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
初
め
に

各
項
臼
の
内
容
を
、
第
一
〇
表
の
理
解
に
必
要
な
程
度
に
お
い
て
説

明
し
て
ゆ
き
た
い
。
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サ
　
　
も
　
　
レ

　
貸
付
金
の
内
、
御
用
貸
と
あ
る
の
は
、
専
ら
殿
様
と
よ
ば
れ
た
水

口
城
主
加
藤
家
に
対
す
る
仕
送
金
で
約
一
二
〇
〇
航
程
で
あ
り
、
他

は
近
村
駒
月
村
支
配
武
嶋
三
十
郎
、
加
藤
家
家
臣
に
対
す
る
家
中
貸

な
ど
で
あ
る
。
御
用
貸
の
比
率
は
か
な
り
多
い
が
、
そ
れ
が
業
務
の
重

要
性
か
ら
す
れ
ば
低
度
で
あ
る
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
。
既
に
仁
正

寺
領
主
市
橋
下
総
立
へ
の
貸
付
が
不
良
で
、
最
小
限
に
押
え
て
い
た

の
で
あ
る
が
こ
こ
で
も
元
金
据
蟹
の
不
良
貸
付
で
あ
る
。
な
お
同
種

の
も
の
と
し
て
、
享
保
一
一
・
一
二
・
一
四
年
に
み
る
寺
羽
村
に
お

け
る
七
〇
両
の
貸
付
は
「
惣
か
し
」
　
「
御
用
金
」
「
惣
役
人
手
形
金
硫

と
名
称
こ
そ
違
う
が
、
領
主
の
借
金
を
庄
屋
・
立
前
…
ら
が
保
証
し
た

貸
付
金
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
商
人
貸
、
家
質
貸
は
云
う
迄
も
な
い

　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
も

が
、
過
上
貸
と
大
晦
日
帳
掛
高
は
、
主
と
し
て
京
・
大
坂
・
堺
の
特

定
の
得
意
先
と
の
問
に
生
じ
た
貸
借
関
係
で
、
商
人
貸
の
如
き
証
文

授
受
に
よ
る
金
銭
貸
借
で
は
な
く
、
取
引
上
の
貸
借
関
係
で
あ
り
、

前
者
は
特
に
蒋
定
の
商
人
と
の
間
の
信
用
取
引
に
よ
り
生
じ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
　
も

と
考
え
ら
れ
る
。
立
合
代
物
と
あ
る
商
晶
高
は
、
金
黙
認
・
黒
濡
子

・
無
地
海
気
な
ど
輪
入
高
級
織
物
と
、
．
「
大
坂
買
置
薬
種
心
証
」
と

か
「
堺
買
置
薬
種
十
七
品
」
あ
る
い
は
「
日
野
屋
陰
右
衛
門
九
品
し

と
表
現
さ
れ
る
薬
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
商
品
は
従
っ
て
輸
入
撮
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
立
合
代
物
の
立
合
は
、
そ
れ
が
入
札
制
に

よ
っ
て
取
引
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
京
・
大
坂
・

堺
の
唐
物
取
引
は
、
少
し
時
代
は
下
る
が
、
享
和
三
年
の
取
極
の
如

②く
、
入
札
制
に
よ
っ
た
竜
の
で
あ
る
か
ら
、
正
野
家
は
そ
れ
に
よ
っ

て
薬
種
類
を
購
入
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
享
保
二
〇

年
一
月
一
八
日
付
「
覚
」
に
よ
れ
ば
小
西
弥
左
衛
門
分
立
合
代
物
八

種
の
合
計
一
〇
貫
目
余
が
「
薬
種
預
ケ
高
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

た
が
、
正
野
家
の
代
銀
送
付
に
よ
り
決
済
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

の
で
、
こ
れ
は
堺
の
薬
種
商
小
西
弥
左
衛
門
の
購
買
し
た
商
品
を
改

め
て
買
付
け
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
闘
に
特
殊
な
取
引
関
係

の
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
正
野
家
が
直

接
に
貿
易
商
人
な
い
し
薬
種
閥
屋
と
し
て
、
輸
入
昂
の
購
入
を
お
こ

な
っ
た
こ
と
は
判
明
し
な
い
が
、
特
定
の
代
理
店
に
よ
る
取
引
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

っ
た
読
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
預
ケ
代
物
は
委
託
販
売
晶
で
あ
り
、

も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ち

有
物
は
棚
卸
高
の
こ
と
で
あ
る
。
土
地
家
屋
に
つ
い
て
は
、
京
大
坂

の
持
屋
敷
に
つ
い
て
は
資
産
評
価
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
数
字
を

あ
げ
う
る
の
で
あ
る
が
、
家
屋
は
家
質
分
の
質
流
れ
に
よ
っ
て
集
中

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
享
保
九
年
の
妙
素
焼
に
は
、
持
家
三
ケ

所
、
家
質
八
ケ
所
の
焼
失
に
あ
っ
て
い
る
。
同
一
〇
年
か
ら
持
屋
敷
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の
評
価
が
「
仕
上
帳
」
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
、
ほ
ぼ
山
颪
子
保
年
代
に

入
っ
て
、
不
動
産
へ
の
投
資
が
顕
著
に
な
る
と
考
え
て
差
支
え
な
い
。

屋
敷
は
大
坂
が
竜
つ
と
竜
多
い
が
、
京
都
に
も
二
・
三
選
屋
敷
が
あ

っ
た
。
第
一
一
表
は
享
保
一
四
年
の
大
坂
持
屋
敷
表
で
あ
る
。
以
上

概
略
、
第
一
〇
表
の
検
討
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
述
べ
た
。

　
さ
て
次
に
こ
の
表
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
わ
な
い
が
。
ま
つ
第

一
に
気
付
く
の
は
、
貸
付
金
が
四
四
・
一
％
と
い
う
数
字
で
あ
る
。

こ
れ
は
正
野
家
の
貸
付
資
本
と
し
て
の
性
格
を
示
し
て
い
る
。
竜
ち

う
ん
こ
れ
に
は
一
般
商
人
に
対
す
る
貸
付
け
が
中
心
で
あ
る
が
、
と

く
に
家
質
貸
が
多
い
こ
と
は
、
火
難
に
よ
る
不
時
の
損
害
は
あ
る
と

し
て
屯
、
な
お
こ
れ
が
貸
付
の
上
で
竜
つ
と
竜
確
実
な
方
法
で
あ
る

と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。
更
に
持
屋
敷

の
増
加
は
、
資
本
増
加
の
投
資
対
象
と
し
て
不
動
産
取
得
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
と
考
え
あ
わ
せ
、
享
保
一
一
二
年
に
は
資
産
八
葉
余

薫
の
財
産
を
築
き
あ
げ
た
正
野
家
の
展
開
が
、
主
と
し
て
貸
付
な
い

し
不
動
産
取
得
に
よ
る
家
賃
収
入
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り

え
た
と
考
え
る
。
第
二
に
商
業
活
動
で
あ
る
が
、
こ
れ
竜
当
然
活
議

な
動
き
を
示
し
て
い
る
。
薬
種
の
場
合
、
自
家
製
造
の
売
薬
原
料
と

し
て
購
入
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
は
仲
買
的
活
動
も

お
こ
な
っ
て
い
た
ら
し
く
、
高
級
細
入
織
物
の
購
買
と
と
も
に
商
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
薬
製
造
は
、
正

野
家
の
基
本
業
務
で
あ
っ
た
か
ら
、
問
家
は
こ
の
時
期
に
は
製
薬
業

と
、
そ
れ
に
伴
う
唐
物
の
売
買
を
主
業
務
と
し
て
い
た
と
い
い
う
る
。

従
っ
て
こ
の
資
産
構
成
を
見
る
限
り
、
正
野
家
は
製
薬
を
中
心
と
し
、

そ
れ
に
付
随
し
て
輸
入
品
た
る
薬
種
・
織
物
を
取
扱
う
問
屋
資
本
に

成
長
し
、
同
時
に
貸
付
資
本
と
し
て
の
機
能
を
増
大
せ
し
め
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
元
禄
期
の
多
種
類
商
品
を
取
扱
う
行
商
は
全

く
影
を
ひ
そ
め
、
か
か
る
在
地
の
農
民
経
済
に
お
い
た
基
盤
を
、
都

市
に
移
し
た
遠
隔
地
商
人
に
変
貌
し
た
の
が
、
享
保
期
正
野
家
の
姿

で
あ
っ
た
。

皿
　
享
保
一
七
年
の
資
本
構
成
で
眺
め
た
と
こ
ろ
は
、
享
保
一
〇
～

元
文
六
年
の
一
七
年
間
に
残
存
す
る
「
金
銀
指
引
牒
」
十
冊
に
よ
っ

て
作
成
し
た
第
一
二
表
に
示
さ
れ
る
如
く
、
ほ
ぼ
二
様
の
傾
向
を
示

し
て
い
る
。
内
訳
を
見
れ
ば
、
と
り
わ
け
貸
付
が
多
い
が
、
商
人
貸

は
享
保
一
四
年
ニ
ニ
∴
二
％
、
家
質
貸
は
二
〇
％
前
後
を
維
持
し
い

て
、
合
計
す
る
と
四
一
～
五
五
％
余
を
占
め
る
。
ま
た
持
屋
敷
も
同

一
四
年
ま
で
二
五
～
三
〇
％
を
占
め
て
い
た
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
そ

の
内
容
を
、
対
象
と
し
た
商
人
を
紹
介
す
る
こ
と
で
追
求
し
た
い
と
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考
え
る
。

　
ま
ず
商
人
は
京
・
大
坂
・
堺
三
ケ
所
の
商
人
で
あ
る
が
、
中
で
大

坂
商
人
が
多
く
、
商
人
貸
・
家
質
貸
合
計
高
の
六
七
～
八
二
％
を
占

め
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
そ
れ
・
り
の
性
格
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
取
引
関
係
の
あ
っ
た
大
坂
商
人
は
一
七
名
で
あ
る
が
、
そ
の
内

で
判
明
す
る
竜
の
を
次
に
掲
げ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

日
野
屋
九
丘
ハ
循
　
今
橋
西
詰
　
京
積
俊
物
買
問
屋
・
菱
壇
廻
船
問
屋
で
あ
り
、

　
明
和
九
年
半
は
綿
途
次
秋
問
屋
古
株
一
一
人
の
総
代
、
安
永
一
〇
年
頃
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
は
毛
綿
仕
入
積
問
羅
江
戸
緯
仲
間
の
一
員
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
享
保
一

　
六
年
に
期
員
米
を
命
ぜ
ら
れ
、
宝
暦
一
一
年
に
は
五
千
両
の
御
用
金
を
指
さ

　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
れ
た
雪
景
で
あ
り
、
い
う
蓬
も
な
く
臼
野
出
身
の
問
屋
で
あ
る
。

近
江
屋
勘
兵
衛
河
原
町
難
波
橋
筋
両
替
商
宝
暦
七
年
に
和
泉
屋
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
兵
衛
と
の
不
正
行
為
を
摘
発
さ
れ
て
い
る
。
正
野
家
と
共
に
水
口
城
主
加

　
藤
象
の
徒
送
人
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

近
江
［
箆
窟
口
丘
ハ
衛
　

道
修
町
一
丁
爵
　
藤皿

竕
ｮ
　
露
†
保
一
六
年
に
糊
猟
期
く
を
A
即
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
ら
れ
、
窯
二
一
’
年
に
御
用
金
三
千
両
の
指
定
を
う
け
た
。

近
江
屋
太
右
衛
門
　
正
野
家
と
は
宝
暦
六
年
養
子
縁
組
、
大
阪
で
の
取
引
中

　
最
も
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
不
明
。

近
江
屋
儀
兵
衛
　
近
江
屋
太
右
衛
門
分
家
。

福
島
家
妙
正
　
鴻
池
妙
正
、
鴻
池
の
一
族
か
。

京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

菱
屋
五
左
衛
門
　
松
平
甲
斐
守
御
用
呉
服
所
　
長
崎
問
屋
　
糸
割
符
熱
中
に

　
多
い
菱
屋
の
一
族
で
あ
ろ
う
か
。

大
黒
屋
善
四
鄭
　
室
町
下
立
売
　
両
替
屋
。

　
右
の
両
名
は
十
一
屋
金
四
郎
の
口
入
に
よ
つ
て
僧
幽
し
て
い
る
。

　
「
金
銀
指
引
牒
」
に
口
座
を
も
つ
て
い
た
商
人
、
す
な
わ
ち
中
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

勘
兵
衡
∵
柏
屋
治
兵
衛
・
十
一
屋
金
四
郎
・
井
筒
屋
久
兵
衛
・
谷
口

内
匠
ら
の
名
前
は
「
京
羽
二
重
」
　
「
京
羽
二
重
織
留
」
な
ど
に
見
出

さ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
書
物
に
は
屋
敷
所
付
の
商
人
だ
け
で
な
く
、

長
崎
糸
割
符
商
人
を
は
じ
め
諸
問
屋
商
人
も
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

右
の
五
人
は
問
屋
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
相
当
有
力
な
商
人
層

で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

堺
小
酉
弥
左
衛
門
薬
種
商

　
小
西
如
清
の
分
家
で
、
享
保
六
年
の
「
薬
種
麗
覚
縣
に
は
「
四
代
商
売
仕

　
　
協
」
と
註
寵
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
老
舗
薬
種
商
で
あ
り
、
享
保
七
年
に
は

　
小
西
清
左
衛
門
と
共
に
和
与
真
偽
改
問
屋
と
し
て
薬
種
改
会
所
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
検
分
方
を
勤
め
て
い
る
。

　
以
上
が
正
野
家
と
取
引
関
係
の
あ
っ
た
商
人
で
あ
る
が
、
堺
小
西

家
な
ど
を
除
く
と
、
日
野
商
人
の
縁
故
を
麺
じ
て
取
引
が
行
わ
れ
た
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と
見
る
節
も
多
く
、
ほ
ぼ
都
市
中
堅
問
屋
で
あ
り
、
か
っ
業
航
の
上

か
ら
は
か
な
9
巾
の
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
い
う
る
。
ま
た

同
様
の
こ
と
は
家
質
貸
・
持
麗
敷
に
つ
い
て
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
で

あ
り
、
大
坂
持
量
敷
の
場
合
、
例
え
ば
讃
岐
屋
町
の
持
屋
敷
は
、
ま

だ
家
屋
を
建
設
し
て
い
な
い
が
、
一
応
家
守
と
し
て
石
川
屋
地
丘
ハ
衝

な
る
者
を
嘆
い
て
い
る
。
そ
の
他
、
家
屋
敷
は
間
口
は
い
ず
れ
も
七

～
二
〇
闘
と
い
う
大
き
さ
で
あ
り
、
奥
行
は
大
抵
の
場
合
、
町
割
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
ら
、
判
明
し
な
い
と
し
て
も
一
応
問
題
外
と

す
る
が
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
裏
店
で
は
な
く
、
か
な
り
大
き
な
商
家

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
享
保
一
七
年
持
屋
敷
に
な
っ
て

い
る
堂
嶋
屋
敷
は
、
同
一
四
年
ま
で
は
近
江
屋
太
右
衛
門
分
の
家
質

に
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
質
流
れ
、
も
し
く
は
売
買
に
よ
っ
て
正
野

家
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
屋
敷
は
蔵
騰
敷
で
あ
る
。

従
っ
て
正
野
家
の
持
屋
敷
は
、
’
部
に
は
小
商
人
・
職
人
な
ど
に
よ

る
裏
店
借
と
し
た
屋
敷
も
あ
ろ
う
が
、
大
半
は
家
質
の
抵
妾
流
れ
で

あ
っ
た
と
見
て
も
よ
く
、
か
か
る
中
業
的
商
人
層
と
の
貸
借
母
野
に

よ
る
も
の
と
見
て
差
支
え
な
い
。
従
っ
て
正
野
家
は
自
身
京
大
坂
に

進
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
堅
問
屋
層
の
中
に
貸
付
資
本
と
し
て

の
県
道
を
定
着
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
享
保
年
代
の
正
野
家
の
経
営
を
眺
め
て
き
た
が
、
最
後
に

そ
れ
ら
の
経
営
が
実
際
ど
の
よ
う
な
情
況
に
あ
っ
た
か
を
検
討
し
て

み
た
い
と
思
う
。
そ
の
為
指
標
と
し
て
利
息
率
を
と
り
あ
げ
て
お
こ

う
。　

商
活
動
に
よ
る
利
潤
率
を
算
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
判

明
す
る
限
り
で
商
人
貸
と
家
質
貸
の
利
息
率
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
第

一
三
表
は
商
人
貸
利
息
収
入
嘉
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
実
際
よ

り
は
稽
少
い
。
利
息
を
「
惣
嬉
録
二
憾
指
引
」
し
た
場
合
と
か
、
次

年
度
に
複
利
合
計
を
貸
付
け
た
場
合
と
か
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
て
表
を
み
る
と
、
享
保
一
四
年
ま
で

は
、
ほ
ぼ
六
～
九
％
の
利
廻
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
中
井

信
彦
氏
の
研
究
に
よ
る
甲
州
下
井
尻
村
の
依
厨
家
が
、
享
保
八
年
に

二
割
近
い
利
廻
り
を
あ
げ
た
の
に
は
及
ば
な
い
が
、
同
じ
大
坂
で
は

鴻
池
家
が
元
禄
年
間
に
示
し
た
七
％
、
宝
永
元
年
の
六
・
五
％
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

う
利
廻
り
に
は
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
家
質
貸
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
統
計
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
第
一
四
表
で
は
二
・
三
の
例
を
あ
げ
た
。
こ
れ
だ
け
の
材
料
か

ら
推
断
す
る
の
は
若
干
不
安
を
感
じ
る
が
、
こ
こ
で
の
数
値
七
～
’

○
％
程
度
の
利
廻
り
は
椴
ぼ
確
保
さ
れ
て
い
た
と
見
て
も
差
支
え
は
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な
い
。
第
一
五
表
家
賃
収
入
は
、
年
聞
見
積
価
格
の
七
～
一
〇
％
前

後
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
屋
敷
購
入
に
際
し
て
町
役
・

諸
祝
儀
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
含
は
一
応
問
題
外
と

し
て
竜
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
家
屋
敷
の
売
買
に
よ
っ
て
利
益
を

得
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
点
は
不
明
で
あ
る
。
か
く
し
て

享
保
期
正
野
家
の
発
展
は
、
貸
付
面
に
お
い
て
も
順
調
に
保
証
さ
れ

て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
で
享
保
期
正
野
家
経
営
に
つ
い
て
眺
め
て
き
た
と
こ
ろ
を
要

約
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
正
野
家
は
、
宝
永
年
間

以
降
、
遠
隔
地
商
人
と
し
て
性
格
転
換
を
遂
げ
た
が
、
享
保
期
に
は

明
ら
か
に
か
か
る
問
屋
資
本
と
し
て
確
立
し
、
問
時
に
貸
付
資
本
と

し
て
の
機
能
を
増
大
せ
し
め
て
い
た
。
そ
の
基
盤
は
、
竜
は
や
各
地

の
農
民
経
済
に
よ
る
小
市
場
で
は
な
く
、
京
・
大
坂
・
堺
、
と
り
わ

け
全
国
市
場
の
中
心
に
あ
っ
た
大
坂
に
自
己
の
活
動
の
本
拠
を
お
き
、

こ
の
地
の
中
堅
的
問
屋
商
人
と
の
取
引
関
係
の
う
ち
に
一
割
近
い
利

潤
を
あ
げ
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
①
　
享
保
一
七
年
金
銀
指
引
牒
に
つ
い
て
記
載
例
の
一
部
を
提
示
し
て
お

　
　
こ
b
り

　
　
殿
　
様

　
　
子
ノ
正
月
卿
貸
上
同
極
月
彿
返
金

　
一
階
千
弐
百
五
拾
五
両
弐
分
　
轍
一
轍
曜
工
程
表

　
　
此
利
　
百
廿
五
両
弐
分
　
弐
匁
九
分
五
リ
ン

　
　
　
元
金
・
内
百
拾
八
両
三
分
編
朝
雌
塁

　
　
　
　
　
　
　
三
匁
三
分
八
リ
ン
七

丁
並
御
用
　
月
壱
歩
弐

　
｝
金
拾
壱
爾
　
亥
＋
｝
月
御
黛
上
　
　
　
　
　
子
幸
月
御
返
金

　
　
此
利
金
壱
両
弐
分
拾
弐
匁
九
分
六
リ
ソ
　
引
田
欝
シ
居
罷
虚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
重
り
請
載
中
ψ

同
断
　
月
壱
歩
弐

　
一
金
四
拾
九
両
　
亥
＋
二
月
御
貿
上
　
　
　
　
子
＋
｛
月
御
返
金

　
　
此
利
　
金
七
両
　
一
分
八
匁
四
分
四
リ
ン
　
十
三
ケ
月

　
　
　
霜
之
剰
嗣
ム
翫
諮
累
取
一
二
置
旧
シ
腿
囲
罷
議
蜘
静

中
村
勘

　
一
百
塗
三
冠
螺
灘
一
一

　
　
　
内

　
　
…
銀
三
百
拾
五
匁
丑
二
月
亥
病
覚
入
中
戸
購
中
村
書
付
玄
三
霊
↑
看
リ

②
　
　
「
三
方
申
合
仮
法
条
冒
丼
伸
ケ
問
申
合
双
方
印
形
帳
」
『
撚
市
史
』
史

　
料
篇
三
。

＠＠＠＠＠＠＠

「
諸
組
合
仲
聞
問
麗
規
約
」
『
浪
速
叢
警
』
九
巻
六
〇
頁
。

菅
野
氏
前
掲
二
九
〇
頁
。

『
大
阪
市
史
』
第
一
巻
九
三
…
頁
、
第
五
巻
七
八
○
・
八
三
七
頁
。

『
大
販
市
史
』
第
一
巻
八
一
四
頁
。

菅
野
氏
前
掲
書
九
八
頁
。

『
大
阪
市
史
』
第
五
巻
七
九
〇
・
八
三
七
頁
。

金
銀
指
引
牒
に
よ
る
。
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⑩
　
販
引
陶
閃
係
印
に
紙
が
多
い
　
紙
商
か
。

＠
　
第
一
章
③
参
照
。

⑫
　

『
堺
宙
史
』
箪
｛
巻
五
四
頁
別
巻
八
五
九
百
ハ
、
史
料
編
一
二
巻
八
九
一

　
頁
な
ど
。

⑬
　
中
・
井
信
彦
氏
「
商
…
人
地
主
の
諸
問
題
」
『
明
治
維
新
と
地
主
鋼
』
所
収
。

三

　
前
章
で
は
享
保
年
代
の
情
況
を
眺
め
て
き
た
が
、
時
期
的
に
は
享

保
二
兀
文
墨
は
、
商
業
、
活
動
に
と
っ
て
は
か
な
り
変
動
が
あ
っ
た
。

享
保
三
年
の
新
法
実
施
は
徐
々
に
貨
幣
相
場
を
安
定
さ
せ
た
け
れ
ど

竜
、
他
方
通
貨
の
収
縮
は
、
都
市
の
商
況
、
と
夢
わ
け
銀
屠
遣
い
で

あ
る
大
坂
の
市
況
に
対
し
て
甚
大
な
影
響
を
与
え
、
享
保
中
期
以
降

は
そ
の
影
響
が
著
し
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
況
の
中
で
、
都
市

前
期
的
資
本
が
ギ
ル
ド
化
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
の

対
応
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
正
野
家
の
動
向

を
概
観
し
、
元
交
年
間
へ
か
け
て
の
性
格
変
化
を
見
通
し
て
お
き
た

い
と
考
え
る
。

1
　
ま
ず
全
般
的
な
経
営
の
概
況
を
し
る
た
め
に
、
再
び
第
一
二
表

を
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。
そ
れ
ら
は
ほ
ぼ
一
〇
数
年
間
の
異

動
で
あ
り
、
こ
の
変
化
を
も
つ
て
全
般
を
律
す
る
に
た
る
屯
の
で
は

な
い
が
、
大
凡
の
傾
向
を
知
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
商
人
貸
は
、
元
文
二
年
四
年
五
年
に
そ
れ
ぞ
れ
増
大
し
て
い
る
が

そ
れ
は
加
州
米
切
手
を
担
保
と
し
た
近
江
屋
太
右
衛
門
へ
の
貸
付
で

あ
り
、
こ
の
例
外
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
一
定
の
調
子
で
漸
減
し
て
い
っ

た
と
見
て
竜
よ
い
。
家
質
貸
は
享
保
末
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
そ
の

後
急
速
に
減
少
・
消
減
す
る
。
し
か
も
持
屋
敷
も
、
享
保
＝
一
年
以

降
減
少
を
続
け
、
元
文
二
年
に
異
常
な
膨
脹
を
示
し
て
、
同
五
年
に

は
な
く
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
内
容
は
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

特
殊
的
情
況
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
概
況
と
し
て
云
え
る

こ
と
は
先
に
商
人
層
に
対
す
る
貸
付
な
い
し
そ
の
結
果
発
生
し
た
屋

敷
所
持
が
、
享
保
か
ら
元
文
に
か
け
て
減
少
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
た
だ
こ
れ
ら
の
貸
付
け
の
中
で
、
御
用
貸
の
み
が
、
享
保
一

〇
年
の
九
・
五
％
か
ら
元
文
六
年
の
四
四
％
へ
と
、
多
少
の
増
減
を

伴
い
な
が
ら
逐
次
増
大
し
て
い
た
こ
と
は
、
全
般
的
に
貸
付
を
縮
饗

す
る
中
で
、
例
外
と
な
っ
て
い
る
が
、
通
常
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

領
主
と
の
関
係
に
お
い
て
、
や
む
を
え
ざ
る
増
加
で
あ
っ
た
と
考
え

て
よ
い
。

　
こ
れ
に
反
し
、
商
業
経
営
関
係
の
比
重
は
、
享
保
一
七
・
八
年
を

。
ピ
ー
ク
と
し
て
、
　
一
食
ガ
〈
一
一
年
に
は
谷
と
な
っ
て
い
か
ゆ
げ
か
、
　
”
て
覇
ル
以
｛
後

109 （727）



ば
澤
立
っ
て
増
大
し
た
“
こ
の
こ
と
は
貸
付
面
の
消
長
に
逆
に
対
応

し
た
竜
の
と
云
え
る
。
明
ら
か
に
享
保
中
期
以
降
は
、
元
文
初
年
の

一
時
的
不
振
を
除
き
、
商
業
経
営
は
順
調
に
発
展
を
と
げ
た
と
み
う

る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
正
野
家
の
経
営
は
貸
付
け
か
ら
商
業
経
営

に
そ
の
重
心
を
移
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
の
内

容
は
こ
の
段
階
で
は
既
に
か
つ
て
の
行
商
時
代
の
大
衆
的
商
品
で
は

な
く
し
て
、
墨
入
品
を
中
心
と
す
る
高
級
織
物
・
薬
種
を
取
扱
つ
た

こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
商
業
活
動
は
か
な
り

の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
繰
上
貸
・
立
合
代
物
・
預
ケ
代
物
の
変
化

は
、
そ
の
商
法
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
第
一

六
表
に
つ
い
て
み
る
と
過
上
面
に
つ
い
て
は
享
保
一
四
年
が
薄
商
と

な
り
、
元
文
四
～
六
年
で
少
し
仲
長
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
が
、
立

合
代
物
・
．
預
ケ
代
物
を
比
較
し
た
時
、
両
者
の
関
連
は
、
か
な
り
密

接
な
こ
と
に
気
付
く
。
享
保
一
四
年
に
は
一
四
貫
匁
以
上
の
．
預
ケ
代

物
が
あ
る
が
、
同
一
七
・
八
年
に
は
な
く
、
同
二
〇
年
・
元
文
二
年

で
も
一
二
～
八
・
五
箔
と
い
う
低
さ
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
立
合
代
物

は
五
五
％
前
後
を
占
め
て
い
る
が
、
元
文
二
年
か
ら
四
年
に
か
け
て

三
三
・
八
↓
八
・
六
％
と
急
速
に
減
少
す
る
と
、
預
ケ
代
物
は
元
文

囚
年
で
五
六
・
一
％
、
同
六
年
で
七
〇
％
と
ま
こ
と
に
増
大
す
る
翁

つ
ま
り
こ
江
は
両
者
が
互
い
に
密
接
な
関
連
を
も
つ
て
い
て
、
逆
比

例
の
消
長
を
示
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
立
合
代
物
が
予
想
さ
れ
る

よ
う
な
投
機
的
内
容
を
も
つ
も
の
と
す
れ
ば
、
享
保
末
年
に
は
正
野

家
は
か
な
り
投
機
的
に
立
合
代
物
を
取
扱
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

元
文
年
閥
凹
に
は
へ
預
ケ
代
物
－
委
託
販
血
冗
に
力
煮
…
を
お
い
た
と
云
え

る
。
そ
れ
が
、
元
文
年
闘
へ
の
市
況
安
定
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
か
否
か
は
今
後
の
問
題
で
あ
る
が
、
か
よ
う
な
変
化
を
示
し
た

こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
た
い
。

　
以
上
で
正
野
家
が
享
保
・
元
文
期
に
お
い
て
、
ま
ず
貸
付
面
よ
り

商
業
活
動
に
重
心
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
次
に
商
活
動
に
も

変
化
の
徴
候
を
見
出
し
う
る
こ
と
を
述
べ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
更
に
詳
説
し
た
い
と
考
え
る
。

①
　
ま
ず
第
一
の
転
換
は
、
貸
付
機
能
の
癩
輝
と
い
う
こ
と
が
主
因

で
あ
ろ
う
。
前
掲
第
一
三
表
に
よ
れ
ば
商
人
貸
の
利
息
収
入
状
態
が

判
明
す
る
が
、
元
文
訪
問
に
至
っ
て
は
殆
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
。

ま
た
享
保
一
七
年
に
は
、
す
で
に
京
都
関
係
約
四
二
〇
両
が
古
借
に

な
っ
て
い
て
、
元
金
が
焦
付
化
す
る
傾
向
さ
え
現
わ
れ
て
い
た
。

　
御
用
貸
に
つ
い
て
は
こ
の
時
期
に
増
大
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

大
部
分
が
水
口
城
主
加
藤
家
に
対
す
る
も
の
で
、
正
野
家
は
大
坂
の
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元禄・享撮期における前期納費本の動向（騰川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

両
替
屋
近
江
屋
勘
丘
ハ
衛
…
と
共
に
加
藤
家
の
仕
送
人
で
あ
っ
た
。
第
一

七
表
は
貸
付
総
額
で
あ
る
が
、
年
々
増
大
し
て
い
る
。
利
率
は
か
な

り
高
く
、
利
息
総
類
で
一
五
一
〇
両
と
ニ
ニ
九
匁
六
分
一
厘
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
聞
、
享
保
一
八
年
、
元
文
六
年
な
ど
書
替
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
が
、
後
者
で
は
貸
付
残
高
二
八
三
三
両
と
滞
納
利
息
四
六

一
両
余
り
が
一
五
年
賦
に
さ
れ
て
い
る
。
通
常
大
名
貸
は
す
で
に
こ

の
時
期
で
は
元
金
返
済
は
望
む
べ
く
屯
な
く
、
利
息
に
よ
る
元
金
回

収
を
前
提
と
す
る
の
が
常
識
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
ほ
ぼ
同
様
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

あ
り
、
正
野
家
が
必
ず
し
も
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
他

の
武
嶋
三
十
郎
の
場
合
は
第
一
八
表
の
如
く
で
あ
る
が
、
享
保
初
年

に
は
返
済
・
利
息
納
入
と
も
に
順
調
で
あ
る
が
、
八
・
九
年
頃
か
ら

悪
化
し
て
い
る
。
利
息
は
も
ち
ろ
ん
物
成
米
受
取
金
す
ら
一
部
不
足

す
る
年
が
出
は
じ
め
利
息
滞
納
高
は
増
加
す
る
一
方
で
、
一
三
年
に

は
早
く
も
二
〇
〇
両
余
の
年
賦
金
と
し
、
同
二
〇
年
に
は
約
三
四
〇

両
を
十
年
賦
と
な
し
た
。
こ
こ
で
も
領
主
財
政
の
窮
乏
は
顕
著
で
あ

る
。
も
っ
と
も
同
年
頃
は
米
価
低
落
の
目
立
つ
時
期
で
・
も
あ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
漸
く
領
主
財
政
の
危
機
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。

②
　
か
く
し
て
貸
付
面
の
停
滞
を
の
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
次
に
商
業

活
動
の
変
化
を
、
正
野
家
と
取
引
関
係
を
も
つ
都
市
前
期
的
資
本
を

分
析
す
る
こ
と
で
裏
付
け
て
お
き
た
い
。

　
正
野
家
と
何
∵
り
か
の
関
係
の
あ
っ
た
商
人
二
五
名
を
と
り
あ
げ
て
、

こ
の
問
題
を
具
体
的
に
追
求
し
た
い
が
、
彼
ら
は
正
野
家
と
の
関
係

に
よ
り
、
ほ
ぼ
次
の
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈲
商
人
貸
の
対
象
、
㈹
家
質
貸
の
対
象
、
⑨
商
人
貸
と
象
質
駒
の
対

象
、
⑰
野
上
貸
と
両
代
物
の
残
高
を
の
み
有
す
る
商
人
、
㈹
そ
の
他

　
㈹
グ
ル
ー
プ
は
第
一
九
表
の
七
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
利
息
を
滞

り
な
く
支
払
つ
た
の
は
、
井
筒
屋
久
兵
衛
と
臼
野
屋
九
兵
衛
で
、
近
江

屋
儀
兵
衛
及
び
吉
野
屋
七
兵
衛
も
返
済
期
限
に
ま
で
支
払
っ
て
い
る
。

中
村
勘
兵
衛
は
享
保
一
二
年
ま
で
、
谷
口
内
匠
は
同
＝
一
年
か
ら
一

四
年
ま
で
の
期
間
だ
け
納
め
て
お
り
、
そ
の
後
は
両
巻
と
も
滞
納
し

て
い
る
。
十
一
屋
金
四
郎
に
対
す
る
商
人
貸
の
う
ち
、
享
保
一
一
年

の
五
貫
匁
が
真
木
五
郎
右
衛
門
へ
の
口
入
分
で
、
同
「
四
年
に
は
二

五
貫
匁
が
彼
の
口
入
あ
る
い
は
真
木
の
口
入
に
よ
る
貸
付
で
あ
る
。

十
一
屋
に
は
享
保
一
四
年
に
黒
藍
子
・
正
配
気
・
無
地
海
気
あ
わ
せ
て

銀
一
四
貫
匁
の
唐
織
物
が
委
託
さ
れ
、
同
一
二
年
に
は
銀
六
貫
匁
の

貸
付
が
縮
緬
六
貫
五
六
五
匁
五
厘
に
よ
っ
て
「
質
入
替
」
さ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
享
保
一
四
年
以
降
の
貸
付
に
お
い
て
も
、
あ
る
程
度
商
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吊
と
差
引
、
さ
れ
た
の
で
、
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
彼
の
場
合
、
他
の

商
略
と
や
や
性
格
を
異
に
す
る
が
、
一
応
㈹
グ
ル
ー
プ
に
含
め
た
。

元
・
叉
年
閥
に
は
彼
も
利
息
を
滞
納
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
㈱
グ
ル
ー

プ
の
中
で
、
正
野
家
と
多
少
と
も
特
別
な
関
係
に
あ
っ
た
の
は
、
十

一
屋
と
近
江
麗
儀
兵
衛
…
の
二
名
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
十
一
屋
は
享
保

中
期
に
貸
付
の
世
話
を
行
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
近
江
屋
は
第
二
章
に

の
べ
た
如
く
、
近
江
屋
太
右
衛
門
の
別
家
か
分
家
と
思
わ
れ
、
そ
の

関
係
で
取
引
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
　
一
体
に
㈹
グ
ル
…
プ
に
つ
い
て

は
余
り
関
係
が
結
ば
れ
た
と
は
云
え
な
い
。

　
⑧
グ
ル
ー
プ
は
家
質
貸
の
対
象
と
な
っ
た
商
人
は
一
一
名
で
あ
る

が
、
第
二
〇
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
家
質
は
大
半
が
享
保

一
二
年
～
元
交
二
年
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
以
前
で

は
坂
田
屋
ま
つ
・
福
嶋
屋
妙
趣
・
河
内
屋
善
右
衛
門
の
口
入
に
よ
っ

て
借
用
し
て
い
る
だ
け
で
、
い
ず
れ
も
正
野
家
と
他
の
面
で
何
ら
か

の
関
係
を
有
し
て
い
る
商
人
は
見
当
ら
な
い
。

　
◎
グ
ル
ー
プ
は
第
二
一
蓑
の
二
名
で
あ
る
。
綿
屋
六
兵
衛
の
場
合
、

家
質
貸
と
商
人
貸
が
同
時
に
存
在
す
る
け
れ
と
も
、
商
人
貸
は
享
保

一
二
年
で
一
〇
年
賦
皆
済
と
な
っ
て
い
る
か
ら
享
保
初
年
以
来
借
用

し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
家
質
貸
は
一
二
年
か
ら
大
和
屋
吉
右
衛
門

に
対
す
る
口
入
分
と
な
っ
て
い
る
。
近
江
屋
勘
兵
衛
は
一
二
年
に
商

人
貸
を
う
け
、
一
五
年
八
月
返
済
と
と
竜
に
家
質
貸
を
う
け
て
い
る
。

彼
は
正
野
家
と
と
も
に
加
藤
家
の
仕
送
人
で
あ
り
、
二
代
玄
三
の
三

剛
男
猪
十
－
郎
が
宝
暦
六
年
｝
止
月
に
近
江
屋
太
右
衛
…
門
H
に
醗
嚢
子
縁
組
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

時
に
は
、
近
江
弘
仁
左
衛
門
・
布
屋
三
右
衛
門
と
共
に
そ
の
世
話
を

し
て
い
る
。

　
⑨
グ
ル
ー
プ
は
二
名
で
あ
る
が
、
津
の
牛
田
権
三
郎
と
は
享
保
一

四
年
に
手
形
米
一
四
五
六
俵
二
斗
（
金
額
四
〇
〇
両
）
　
の
取
引
が
、
・
あ

　
　
　
　
　
④

る
の
で
あ
る
が
、
日
野
屋
甚
右
衛
門
は
享
保
一
六
年
頃
は
買
米
を
命

ぜ
ら
れ
、
宝
暦
一
一
年
に
は
御
用
金
五
〇
〇
両
を
指
定
さ
れ
た
日
野

　
　
　
　
　
　
　
⑥

出
身
の
聞
屋
で
あ
る
。

　
㈹
グ
ル
ー
プ
は
鎗
ニ
ニ
表
の
三
笠
で
あ
る
。
柏
屋
治
丘
ハ
衛
に
対
す

る
商
人
貸
は
、
享
保
一
五
年
に
「
紙
代
指
引
」
に
よ
っ
て
約
五
貫
匁

に
減
少
し
た
の
を
始
め
、
た
び
た
び
紙
代
と
差
引
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

彼
は
紙
問
屋
で
あ
っ
た
ろ
う
。
小
西
弥
左
衛
門
は
先
述
し
た
。
近
江

屋
太
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
享
保
一
〇
・
一
一
年
の
家
質
貸
の
中
に

は
総
計
二
九
貫
五
〇
〇
匁
の
他
商
人
に
対
す
る
口
入
分
が
含
ま
れ
、

彼
は
ま
た
玄
三
里
屋
敷
の
売
買
・
店
借
人
の
世
話
を
し
て
い
た
。
宝

暦
六
年
に
は
正
野
家
と
縁
組
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
が
、
近
江
屋
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儀
兵
衛
を
別
家
な
い
し
分
家
に
も
っ
か
な
り
有
力
な
商
入
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
元
文
二
年
か
ら
は
多
額
の
質
物
貸
を
う
け
て
い
る
。

と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
正
野
家
と
の
取
引
の
増
大
で
同
家
商
業
経

営
中
の
総
額
を
占
め
る
比
率
は
、
元
文
六
年
七
一
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
竜
委
託
販
売
出
額
は
同
年
実
に
八
四
貫
の
多
き
に
上
っ
て
い
た
。

　
以
上
要
す
る
に
正
野
家
は
草
保
・
元
文
期
、
そ
の
取
引
先
を
固
定

し
、
近
江
屋
勘
兵
衛
・
小
西
弥
左
衛
門
・
柏
屋
治
兵
衛
・
日
野
屋
甚

右
衛
門
・
近
江
屋
太
右
衛
門
ら
に
取
引
が
集
中
さ
れ
る
に
到
っ
た
こ

と
、
と
り
わ
け
近
江
屋
太
右
衛
門
は
、
事
実
上
正
野
の
代
理
店
の
役

割
を
果
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
大
坂
商
人
と
接
触
し
た
こ
と
は
一
つ
の

傾
向
を
示
し
て
い
た
。
し
か
竜
こ
れ
ら
は
、
単
な
る
取
引
関
係
の
み
・

で
は
な
く
、
貸
借
関
係
を
も
ち
、
そ
れ
電
家
屋
を
担
保
と
す
る
家
質

貸
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
享
保
・
元
文
期
正
野
家
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
貸
付
癒

の
不
況
か
ら
商
業
経
営
面
を
重
視
し
そ
れ
に
経
営
の
重
心
を
お
い
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
も
そ
れ
は
正
野
家
本
来
の
製
薬
業
を
中

心
に
す
え
そ
れ
に
付
随
し
た
薬
種
・
高
級
織
物
を
取
扱
つ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
元
禄
段
階
と
は
異
っ
て
、
正
野
家
が
変
貌
し

つ
つ
時
代
相
に
対
応
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
封
建
的
危
機

の
深
化
は
、
領
主
財
政
の
窮
乏
と
な
り
、
征
野
家
は
結
局
御
用
貸
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
資
本
の
焦
付
き
を
招
き
、
ま
た
市
況
の
不
安
定
と

動
揺
が
商
人
層
の
分
化
を
も
た
ら
し
た
た
め
商
人
貸
も
困
雑
と
な
っ

た
こ
と
を
よ
み
と
り
う
る
。
し
か
も
漸
く
整
備
さ
れ
た
流
通
機
構
の

中
で
、
正
野
家
は
特
定
の
商
人
と
の
関
係
を
集
中
さ
せ
て
い
っ
た
。

近
江
屋
太
右
衛
門
そ
の
他
、
同
郷
人
・
姻
戚
関
係
な
ど
を
通
じ
て
密

接
な
関
係
を
結
ん
で
い
る
の
は
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
商
業
面
で
の
取

引
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
中
に
当
時
の
流
通
機
構
に
お
い

て
、
当
然
生
じ
た
と
み
う
る
取
引
関
係
の
固
定
、
流
通
綱
の
整
備
を

見
出
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

①
　
享
保
一
七
年
と
推
｛
疋
す
る
正
野
家
宛
境
涯
屋
勘
今
一
衛
勲
口
状
並
に
勘
丘
ハ

　
衛
宛
水
口
象
家
距
灘
口
状
に
よ
れ
ば
、
　
一
瓢
月
よ
り
山
頭
ケ
月
閥
に
一
九
五
〇

　
薦
が
江
戸
屋
敷
へ
、
ま
た
一
五
〇
両
が
太
「
・
ロ
へ
勘
丘
ハ
衛
…
の
手
で
送
ら
れ

　
て
い
る
。

②
　
　
「
仕
上
帳
」
に
は
、
　
前
掲
一
二
頁
の
文
の
如
く
、
大
名
貸
に
対
す
る

　
玄
三
の
意
見
が
詑
さ
れ
て
い
る
。

③
両
者
は
い
ず
れ
も
宝
暦
一
一
年
御
用
金
三
千
両
の
指
定
を
う
砂
て
い

　
る
大
坂
商
人
で
あ
る
（
『
大
阪
市
史
』
第
充
巻
八
三
九
頁
）
。

④
第
一
期
よ
り
正
野
家
は
伊
勢
桑
名
・
津
で
米
を
買
っ
て
い
る
。

⑤
『
大
阪
市
史
』
第
五
巻
七
九
　
・
八
三
七
頁
）
。
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む

す

び

　
以
上
正
野
家
の
経
営
に
つ
い
て
紹
介
を
行
っ
て
き
た
。
新
興
商
人

た
る
正
野
家
は
、
　
「
元
禄
期
」
小
市
場
の
成
立
を
条
件
と
し
て
絵
聴

し
、
衣
料
・
椀
類
を
含
む
大
衆
的
商
品
を
も
つ
て
北
陸
・
関
東
に
商

戦
を
行
っ
て
い
た
。
か
か
る
遠
隔
地
商
業
は
流
通
機
構
の
未
熟
と
相

室
っ
て
動
揺
を
避
け
え
な
か
っ
た
が
、
宝
永
初
年
以
降
は
、
大
衆
的

商
品
を
切
捨
て
、
薬
種
・
高
級
織
物
を
中
心
と
し
、
三
都
に
基
礎
を

お
く
紛
れ
竜
な
い
遠
隔
地
間
流
通
機
構
の
ト
レ
ー
ガ
…
と
・
な
っ
た
。
　
職

　
享
保
年
間
に
入
っ
て
、
正
野
家
は
問
屋
資
本
・
貸
付
資
本
と
し
て

確
立
し
た
が
、
そ
こ
で
は
大
坂
を
中
心
と
す
る
全
国
市
場
の
形
成
・

流
通
機
構
の
整
備
、
問
屋
商
業
の
発
展
が
背
景
と
な
っ
て
い
た
。
し

か
竜
封
建
的
危
機
の
深
化
は
、
そ
の
貸
付
機
能
を
富
盛
さ
せ
た
た
め
、

正
野
家
は
、
問
屋
資
本
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
、
そ
の
流
通
機
構

を
再
編
し
、
特
定
の
商
入
と
の
取
引
関
係
を
強
化
し
、
事
実
上
の
支
店

を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
危
機
を
の
り
こ
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
本
稿
で
は
、
正
野
家
に
駈
蔵
さ
れ
る
帳
簿
類
を
通
じ
て
、
元

禄
∵
享
保
期
の
経
営
の
動
向
を
分
析
し
た
。
か
か
る
経
営
を
全
般
的

な
社
会
経
済
的
諸
条
件
の
下
で
捉
え
る
こ
と
は
、
今
後
の
残
さ
れ
た

　
　
　
　
①

課
題
で
あ
る
。

　
①
　
例
え
ば
臼
野
商
人
は
、
商
人
仲
間
を
形
成
し
、
そ
の
商
権
は
、
幕
府

　
　
評
定
所
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
条
件
は
触
れ
て
い
な
い
。

　
鋪
註
　
正
野
家
売
薬
業
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
　
当
時
の
諸
帳
簿
で
は
判
明

　
　
し
な
い
。
若
干
判
明
す
る
限
り
で
略
記
す
る
と
自
家
で
万
病
感
応
丸
な

　
　
ど
を
製
造
し
、
各
地
に
売
捌
い
た
が
、
早
く
よ
り
特
約
店
を
設
け
た
が
、

　
　
そ
れ
は
安
政
三
年
に
ば
奥
州
か
ら
四
国
に
至
る
間
一
七
五
軒
に
及
ん
で

　
　
お
り
、
中
期
に
は
伴
傍
兵
衛
に
も
取
引
が
あ
り
、
西
州
徴
兵
衛
を
通
じ

　
　
松
前
に
も
売
捌
い
た
。
　
従
っ
て
各
地
に
進
幽
し
た
近
江
商
人
に
も
依
託

　
　
販
売
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

追
記
　
こ
の
論
文
は
、
昨
年
二
月
末
、
若
く
し
て
逝
っ
た
葱
翔
嘉
男
君
の
卒
業

　
論
文
で
あ
る
。
　
こ
れ
が
彼
窩
身
の
手
に
よ
り
、
改
稿
さ
れ
発
表
さ
れ
る
日

　
を
期
奇
し
て
い
た
が
、
遂
に
望
み
得
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
二
二
で
あ
る

　
こ
と
と
、
卒
業
論
文
の
も
つ
制
約
も
あ
っ
て
、
　
公
衷
に
は
色
々
と
迷
っ
た

　
が
、
結
局
、
そ
の
後
の
採
訪
史
料
に
よ
る
最
低
限
度
の
補
訂
を
行
う
に
止

　
め
、
他
は
潜
干
の
加
除
を
加
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
彼
の
死
後
、
既
に
一
年

　
鍮
、
か
つ
て
故
人
と
採
訪
行
を
共
に
し
た
機
縁
か
ら
、
整
理
の
責
め
を
負

　
つ
た
が
、
遅
々
と
し
て
進
窪
ず
、
今
日
に
到
っ
た
。
拙
い
加
筆
が
、
原
文

　
の
姿
を
損
ね
た
こ
と
を
癌
く
怖
れ
る
が
、
　
し
か
も
こ
の
論
交
か
ら
、
　
一
近

　
江
貸
入
の
経
営
と
と
も
に
故
人
の
か
け
た
情
熱
と
、
　
豊
か
に
開
く
筈
で
あ

　
つ
た
才
能
を
惜
愛
し
て
瞑
げ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
な
い
。

　
末
筆
で
は
あ
る
が
、
貴
重
な
史
料
を
披
見
・
貸
与
さ
れ
、
研
究
の
便
宜

　
を
は
か
っ
て
下
さ
っ
た
日
野
町
正
野
玄
三
氏
に
対
し
て
、
　
厚
く
御
礼
を
申

　
し
あ
げ
た
い
と
田
偏
う
。
　
　
　
　
　
（
一
九
義
九
年
七
月
　
脇
田
　
修
）
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①④⑥

註
『
歳
々
続
用
牒
』
よ

り
　

　
②

銀
56匁

替
　

　
　

　
③

r仕
入

か
し

」
「

登
り

金
」

に
対

す
る

慣
習

は
除

く
売
高
一
「
登
り
金
」
＋
掛
高
一
前
年
度
掛
高
　
棚
卸
高
騙
「
関
鍔
芝
二

有
物

」
高

　
⑤

　
死

禄
U年

は
初

年
度

で
あ

る
か

ら
前

年
度

掛
高

・
棚

卸
霧

島
共

に
零

元
禄

16
年

・
宝

永
4
年
は
棚
卸
高
と
掛
高
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
た

め
，
こ
れ
に
「
登
り
金
」
を
加
え
て
掛
高
を
除
き
，
売
高
・
棚
卸
高
の
奮
｝
ト
と
す
る
．
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れ
も
「
ve
c　

7
｛
算
用
牒
」
に
よ
る
。
な

お
銭
・
文
と
あ
る
も
の
の
み
，
銭
勘
定
。

（¢。っト）　　Qり洲一
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七

表
　

仕
入

賛
内

容
（

石
丼

分
）

元
禄
／
2

　
　
ユ
3

　
　
14

　
　

1
5

　
　

1
6

t宝
永
1

　
　
2

　
　
3

　
　
4

　
　
5

元
禄

1
2

　
　
13

　
　
14

　
　

15
　

　
16

宝
永
1

　
　
2

　
　
3

　
　

4
　
　

5

大
　

坂

金
調
；
銀
‘
匁

3
6．

l　
l
　
6．

7

51．
0　

i　
21．

8

5
2．

！
　
1　

14．
7

．
　
44．

1　
1
　
2
2
．
6
5

3
9
．
1
2
i

3
5．

12i

5
2．

1
2i
i

46．
12，

4
．
5

10．
1

9
．
0
8

6．
351

5
3
．

32

4．
3

京
　

都

fし
こ

両
．

鉛
ｮ
冤

…
繭

『
曜

．

1
．
2　

i．
　
22
．
05

ma一
＋
t 1．
02
1

1
8．

93　
’

5．
02，

3．
3　

1

1
0
．

34

5
．

3

3．
2

／
3．

14

紀
　

州

金

ーコ

5

嵌
匁ユ
4．

68

他
仕
入

金
繊
i銀

匁
　

4．
I　

I　
2．

69

　
5
．
3　

1
　
11．

3
5

2．
321・

　
O．

5

12
．
3　

i
　
9．

2

防旭
杉

魚
誘
i

1
0．

3　
1

ユ
12i

s．
2　

1

6．
1　

1

7
．
！

　
l

s．
o　

1

13．
121

7．
ユ

i

14．
32　

i

餓
毎

　
［
．
8

15．
3

13．
35

14．
39

　
4．

1

5．
97

　
4．

1

24．
36

1Z65

雑
　

費
金
両
　
；

　
1．

2　
i

2．
2　

i

　
1．

0　
i

1．
0　

i

1．
0　

1・

1．
o　

1

1．
2　

1

2．
021

1．
0　

i

，
．

2　
1

鍛
bIO．

9

37ユ

　
6．

1

10．
25

36．
55

6．
25

11．
2

6．
25

22．
75

9．
35

歴Kく
些

金
．

｢　
蝶
匁

O．
22i

1．
2　

i

2．
0　

1

2．
／
21

4．
2　

1

5．
3　

i

5．
3　

i

71 　　　

サ

に）72．
2

1．
7

5．
7

小
　

計

金
両

　
i　

張
匁

54．
1　

1　
55．

54

70．
3　

1　
86．

15

6／
．
3　

i　
39．

1

59．
32i　

64．
9

50．
1　

1　
57．

55

2Ll　
i　

31．
15

57．
3　

1　
27．

58

752　
1　

37．
14

67．
321　

59」
5

68．
2　

1　
37．

0

紙

6
匁銑

髭
‘金

4．
95

前
年

度
貸

越

金
両
　
i

6s．
1　

1

97．
2　

i

103．
0　

1

126．
0　

i
118．

2　
i

79．
221

105．
02　

i

11L3．
3P．

　
i

101．
22　

i

焦
匁Z85

1．
9

4．
4

1．
1

6．
0

（
栗

潤
）

三
郎

兵
衛

／
f／

｝
’
igj．

’
．
’

F餓
．

ｬ

O．
321　

3．
0

合
　

計
金

醐
　

：
55．

0　
i

140．
2　

i

159．
3　

1

164．
0　

i

171．
1　

1・

140．
1　

i

／
3Z2　

i

181．
0　

i

182．
3　

1

170．
3　

i

鍛
匁13．

54

玉
0．

0

13．
0

　
／

．
9

　
5．

9

　
3ユ

5

0．
68

16．
14

3ユ
5

　
8．

0
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繁
八
表
　
仕
入
物
品
種
別
箇
分
比
表

11

P
2

P
3

P
4

P
5

P6－り鳶　ハ」　4門D　り0

禄
元

永
宝

徳
正

織
物

・
古

物
・
前
部

高

金
　
醐
　
　
醗
匁

76
．

1　
3
．
3

1
26

．
2　

2
．
1
5

1
81

．
3　

4
．
3

83．
1　

5．
6

1
36

．
1　

4
．
6
5

95
．
3　

12．
57

7
7畳

0　
　

　
4．

23

1
13．

1　
11．

98

1
42

．
1　

5
．
3
9

1
41

．
2　

2
．
7

46．
12　

4．
3

齢比　
9
b

9
5
．
1

8
1
．
8QO『0 ロ　　

の

『D8

87

7
3．

8

椀
雑

仕
入
物

二二
P，μ

此
分

i比　
9b

分七
善⊥

薬

金
爾

　
　

餅
徳

4
2
．
3

2
3．

0

1
8
．
1

1
5
．
3

1
1
．
3

1
8．

1

2Z3

2
7．

1

22
L
2

1
5．

0

4．
55

4．
3

9．
65

玉
2
．

12

6．
95

5．
3

0．
55

1
3．

6

8．
14

1
0．

6
5

9．
5

1
0．

6

ユ
8．

7

1
7．

5

金
　

磁

　
3．

3

　
44．

O

I　
22

．
o

11
2
．

1

8
2．

2

　
0
．

2

000 ロ　　ぴ　　
サ

濯蔓8「0

872 　　1

鹸
　

侭
11．

9

　
5．

74

1
1．

35

　
8．

0

1
2．

66

　
7．

15

　
1．

0

　
8．

11

　
6．

25

　
0．

3

　
　

銭
丈

5
4．

1
　

927
．
0

デー
一

4雛
ffi鍛

匁
　

1

8．
7

O．
6

11O．
22

i3．
1

　
2．

22

　
5．

3

i17．
1

ミ123．
2

　
5．

3

20．
li

5．
7

5．
1

6．
1

7．
8

2．
2

12．
45

5．
7

　
　

餓
227．

3　
37410

否
．
分

比
　

衝
分

比
　

指
　

数
9b
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OQJ2247

s．
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79．
9

1009383
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253

290

2663

小
　

　
計

金
　
爾
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1

213．
／

227．
0

214．
0

234．
1

111．
3

98．
0

231ユ

265．
0

312．
3

6Zl

張
匁

　
1．

2

12．
44

　
5．

95

　
9．

25

　
273

　
3．

77

　
9．

63

　
0．

44

13．
44

　
9．

59

13．
65

銭
　

丈
282．

1　
181．

0

雑
　

　
費

金
　

認
　

　
張

匁
　

2．
2　

10．
0

28．
0　

7．
65

　
5．

0　
／
2．

95

　
8．

1　
6．

15

　
7．

3　
．

10．
45

182　
’
　
8．

21

　
5．

3　
3．

1

　
3．

3　
4．

82

　
4ユ

　
　

L95

　
6．

1　
7．

25

　
1．

2　
9．

35
　

　
　

銭
女

10．
0　

148．
0

含
　

　
肘

金
闘

　
　

鉄
町

82．
3　

112

241．
0　

3
5．

09

232．
0　

！
8．

9

222．
2　

2
9．

4

242．
0　

1
7．

23

130．
0　

25．
98

103．
3　

12．
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235．
0　

5．
26

269．
2　

1．
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319．
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2．
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68．
2　

37．
0

　
　

　
銭

亥
292．

1　
3
29．

0

（。っ。っト）

O蟹

第
九
表
　
　
「

算
用

牒
」

内
訳

（
芳

賀
孫

兵
衛

分
）

宝
永
5

　
　
6

　
　
7

正
徳
1

　
　
2

　
　
3

仕
入

高
（

経
費

共
）

送
り

金
（

登
り

金
）

不
足

高
㈱

掛
一7闇

ブ
関
東
：
有
物
棚
卸
1海

　
（
残
り
物
）

ノ
卦

　
　

言
．

卜
　

（
B）

金
　

薦
　
：
鼠
匁
　
1餓

　
　

丈
45
．
23
i
　
1
，
u？

1’

28．
021　

5．
151

2
46．

321
　

1　
3
61．

0

3
46．

021
　

i　
5
47．

O
　
　

i
　

　
i

1
金
　
　
雨
　
銀
匁
　
銭

　
16．

0
2　

4
．
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214
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5ig1521i

1
　
4
6
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O

l
　
2
2
3．

0
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2
…

多
欝
轡
i

28．
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5ユ

5　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
；

42．
22唱

　
　

　
　

1　
3go．

ol
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l
　

4
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’
i

3
2．

0
　

1
・

　
　

　
　

i　
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）
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）
”

）
（
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1
21．
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銭
　
　

丈
金
　

爾
　
；
　
．
銭
　
　

亥
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12．

1　
1　

1　
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O
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15．
22i　
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金
　

　
彌
証
匁
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銭
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5．
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1

39．
2　

，
O．

051
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l　

l　
1　

884．
0

68．
2　

i　
1　

／
25．

O

g3．
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l　
isso．

o

B－
A

金
　

碕
　

重
呉

匁
i銭

　
　

丈
　

9．
12　

5．
8　

i

11．
Y　
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151

20．
0　

・
12．

3i

26．
22．

　
i　

494．
0

36．
l　

i　
1　

815．
0

56．
O　

i　
i　

554．
0

恐
ら

く
利

息
計

算
が

含
ま

れ
て

い
る

と
思

う
が

，
史

料
1
こ

は
明

記
さ
れ

て
い

な
い

。
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第
一

〇
表

　
資

　
　

産
　

　
表

（
享

保
17年

大
晦

日
現

在
）

　
　
金

額
　
銀

　
　

　
　

　
　

　
貸

御
眠

貸
i
商
人

貸
　
　
　
　
］

イ
　
金

・
・

他
i小

計
掛
　
　
残
　
　
高

過
当
貸

商
品
勘
定
高

　
　
薗

1
3
1
7．

0

　
　

．
匁

　
2．

96

　
113．

0

2
9，

1
7
6．

3
5

醗
娼

9る

4
1

6．
9

家
質

貸

107，
500．

00

2
0
．
0

！
80．

0

1
00．

0

　
1610．

0

1
3
6，

779．
31

32，
153．

4

3
2

ーコ

4
4

6．
！ 糞

晦
騰

閣
1雛

醗
三

鷲
（

撫
翻

G慰
の

600．
0

42，
071．

0

1453．
3

19，
67Z8

土
地
鋤

A　
計

8ゆ

6

・
…

焔
烽

X89髪
32

72・
OOO・

OO
焔

竄
S・

13・

O曾

8
1じ

0
2

9コ

4
！

100．
0

註
①
④
環
金
残
高
が
不
明

で
あ
る
こ
と
．
⑨
大
晦
日
帳
掛
高
・
「
薬

種
蔵

・
元

蔵
・

茨
見

世
二

有
物

」
（

以
下

「
有

物
」

と
略

す
）

高
が

17年
2月

25日
付

　
　

の
譲

り
状

に
よ

っ
て
い
る
た
め
に
，
大
晦
日
現
在
と
は
若
干
の
ず

れ
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
こ
と
，
⑤
土
地
・
建
物
を
京
・
大
坂
持
屋
敷
に
限
っ
た
こ
と
，

　
　

こ
れ

ら
の

理
由

か
ら
し
て
絶
対
値
で
は
不
正
確
さ
を
免
れ
な
い
。

け
れ
ど
も
，
こ
れ
に
よ
っ
て
資
産
構
戒
を
み
る
と
い
う
目
的
に
は
十
分
で
あ
る
。

　
②
貧
相
揚
5
9匁

　
③

　
こ

れ
ら

は
す

べ
て
年
末
の
残
高
で
あ
っ
て
，
年
間
総
額
で
は
な

い
。

第
＿

一
・

一
表

　
享

保
14年

分
持

屋
敷

所
在
地
瞬
㈱
隈
商
獅

大
阪
道
修
町
2丁

籍

〃
天
満
今
井
町

〃
天
満
南
森
町

娯
　
　
　
　
匁

5
0，

0
00．

0

1
6，

0
00．

0

　
8，

000．
O

画
数

　
ユ
0×

2
0　

5
ッ

　
2
0
×

2
0
　

6
ッ

14余
×

1
5
’

2
ッ

備
　

　
考

ll所
在
地
1見

積
価
副
間
㍗
麟
｝
勢
行

大
鰍

満
鰍

・
一

㌦
…

’
？

o　
1

”
　
讃
ll皮

屋
fitr　

　
　
　
　
　
　
7，

000．
0

〃
内
本
町
　
　
　
　
　
10，

000．
0

15×
30

7×
20

役
劉
備
　
考

6ツ

2ツ1ツ

表
町
裏
町
二
屋
敷

也綿
屋

六
兵

衛
名

代

「
金

銀
指

引
牒

」
に

よ
る
。
但
し
，
間
口
・
奥
行
並
に
備
考
欄
は
若
干
，
IO・

11年
の
「
金
銀
指
引
隙
」
で
補
足
し
た
。
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内
容
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　　When　one　turns　his　eyes　to　the　intemac　tional　circumstances　of　the

Empire　in　the　forth　century．　he　must　accept　the　former　stand．　When

we　think　over　the　fact　that　Nicomedia，　Tesaronica，　and　Sirumium　in．

that　time　became　the　capital　in　turn　for　their　political，　military，

and　geographical　importance，　but　could　not　become　‘Eternal　City’　or
’‘

狽?ｅ　Second　Rome’，　we　feel　1〈eenly　the　necessity　of　tlie　further

religious　investigatlon．

　　Then，　taking　on　the　second　stand，　first　of　all　we　are　golng　to　study

the　problem　within　the　Roman　hlstory，　and　come　to　the　constructlon

of　the　new　capital　as　a　christian　world　city　agftc　inst　the　pac　gan　city

of　Rome．

Trend　of　the　Early　Capitalism　in　the　Period　of

Gθ曜0忽1働0加（元禄・享保）

of　Gen2b　Shbno　in　Hino

Yoshio

（EI野）　of　Omi

by

Nishil〈awa

Case

（近江）

　　We　have　many　studies　on　the　cifculating脚cess　in　the　Edo

era．　This　article　will　clear　up　the　trend　of　the　early　capitalism
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
through　analysing　the　management　of　G．翫6πo（正野玄三），　an　Omi

（近江）merchant．　The　3ん6πos（正野家），　who　were　an　originator　of

the　Hino（臼野）110stl’um，　and　so　on，　were　one　of　the　most　wealthy

merchants　here，　their　foundation　being　constructed　by　Gθη96（玄三三）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
the　First．　He　was　a　typica10mi（近江：）merchant　then　in　growth

who　was　operating　among　the　formation　of　national　market　about

half　a　century　from／IY61eyo　（良享）　to」Kソ　6ho　（享二保：）　or　so－called‘the

Genroleze（元禄）era’．　His　commercial　operation，　began　with　carrying

popuユar　articles　down　to　Shin’etsu　（信越）．　or　Kant6（関東），1atef
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
grew　the　putting－out　capital　into　Ky6to（京都）or　Osaha（大坂），

．con負ning　his　operation　wlthin　rape－seeds　and　imported　high－class

textiles．　That　is，　in　the　earlier　period　he　grew　up　by　the　deve－

lopment　of　the　commodity　economy　for　pe段santry　on　the　basis　of　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
eastern－iake　district　in　Omi　（近江），　and　interested　in　the　circulation
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ
．of　commodities　among　the　three　c圭ties（Edo，」F〈ソoto，　and　Osalea）or　small

marl〈ets，　after　his　frequent　restlessness　he　became　a　carfier　of　the

far－off　circulating　ofganization　since　the　1％召疹（宝永）period，　through

the　process　of　which　we　intend　to　examine　the　trend　of　the　early

・capital　in　Gen’roleu－Kyoho（元保・享保）period．．
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